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(
問
題
提
起)
金
田一
春
彦
氏
は 、
「「
名
義
抄」
「日
本
書
紀」
の
古
写
本 、

そ
の
他
古
代の
文
献の
声
点」
を
調
査
さ
れ
て 、

《
あ
る
語の
第一
音
節に
上
声の
点
が
つ
い
て
い
る
な
ら
ば 、
そ
の
語の

派
生
語
お
よ
び 、
そ
の
語
を
先
部と
す
る
複
合
語
は 、
すべ
て
同
様に
第一

音
節に
上
声の
点
が
つ
い
て
い
る
》

《
あ
る
語の
第一
音
節に
平
声
(
又
は
去
声)
の
点
が
つ
い
て
い
る
な
ら

ば 、
そ
の
語の
派
生
語、
お
よ
び
そ
の
語
を
先
部と
す
る
複
合
語は 、
すべ

て
同
様に
第一
音
節に
平
声
(
又
は
去
声)
の
点
が
つ
い
て
い
る
》

と
い
う 、
い
わ
ゆ
る
第一
音
節の
音
調一
致
の
法
則
を
発
見
さ
れ 、
「
同一
の

動
詞の
各活
用
形、
同一
の
形
容
詞の
各活
用
形
もこ
の
法
則に
あ
て
は
ま
る

注ー

と
述べ
ら
れ
た 。

乙
の
法
則
は 、
ほ
と
ん
ど
鉄
則で
で
も
あ
る
か
の
ご
と
く
み
な
さ
れ 、
近

時 、
語
源
の
研
究
の
分
野に
積
極
的に
適
用
さ
れ
る
傾
向が
認め
ら
れ
る 。

筆
者
は 、
語
源
研
究の
立
場
か
ら 、
種々
の
単
語の
語
調
を 、
『
類
表
名
義

抄』
諸
本
な
ど
に
よっ
て
調
査し
て
い
く
う
ち
に 、
次の
よ
うな
事
例に
出
会

望

子

月

郁

ぃ 、
金
田一
氏
の
右
の
法
則
は

去
声に
関
し
て
は
そ
の
ま
まで
は
適
用
さ
れ
得

な
い
の
で
は
な
い
か
とい
う
疑
問
を
もつ
に
至っ
た 。

次
に
あ
げ
る
諸
例
は
観
智
院
本
『
類
爽
名
義
抄』
の
例で
あ
る
(
周
知の
よ

う
に 、

観
智
院
本
に
は
声
点
の
位
置
が
暖
昧
な
例
が
か
な
り
あ
る。
次
の
諸
例

の
中
に
も 、

一
見 、
点
の
っ
け
誤
り
か
と
し
て
見
過
さ
れ
が
ち
な
例
が
あ
る。

し
か
し 、
乙
れ
ら
は 、
院
政
期
を
中
心
と
す
る
時
期
の
他
の
資
料
の
例
と
比
較

検
討
し
て 、
つ
け
誤
り
で
は
な
い
と
判
断
す
る。
な
お 、
こ
と
で
観
智
院
本
の

例
を
引
く
の
は 、

図
書
察
本
は 、
観
智
院
本
に
く
ら
べ
て
異
な
り
跨
数
が
少
な

く 、
そ
ζ
K
次
の
よ
う
な
一
連
の
例
を
見
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る。)

①
「
到ク
モ
ガ
(
到
平
上
平)
〔
走〕
4
蕊」

「
判ミ
ス
(
到
平
O)
〔
兎〕
U薄味」

「
列シ
(
平
上)
〔
少〕

盟ア」

「
刊イ
ガ
シ
ロス
(
割
上
平
0
00)〔
蔑〕
四川l」

②
「
刊
(
到)
〔
屋〕
鳩コ2」

「
判ノヘ
ノコ
ケ
(
朝
上
上
上
平
平)
〔
周
遊〕
鳩コ3」

1 



「ヤ
ド

ル
上| 平|
平 平 ・
上 ・ 上

堂 介
舎I'-J
〕 ニ僧7中ー僧 」8中

「
ヤカ
ズ

③
「
刊、
(
到
上)
〔
梢〕
唱町8」

「
判、
シ
リ
ゾ
ク
(
訓上
平
平上
平)
〔
議
緩〕
加
す」

「
判、
ピ
サ
シ
(
訓上
上
上
上)
〔
経
刻〕
4肝八7」

右
の
諸
例の
う
ち 、
①の
四
例の
第一
音
節ナ
は 、
い
ず
れ
も 、

形
容
詞ナ

シ
の
語
幹で
あ
る
が 、
ナ
ク・
ナ
ミ
ス
の
ナ
に
は

去
声
点
が
差
さ
れ
て
お
り 、

ナ
シ・

ナ
イ
ガ
シ
ロス(ナ
イ
は
ナ
キ
の
音
便
形)
の
ナ
に
は
平
声
点
が
差
さ
れ

て
い
る 。
郎
ち 、
「
同一
の
形
容
詞の
各活
用
形」
で
あ
り
な
が
ら 、
そ
れ
ら

の
第一
音
節に
同
じ

位
置
の
点
は
差
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る 。
②
と
③は
非

活
用
語
の
例で
あ
る
が 、
事
体
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
うで
あっ
て 、
「
あ
る
語
の
第

一
音
節
に

去
声の
点
がつ
い
て
い
る
な
ら
ば 、
そ
の
語
の
派
生
語 、
お
よ
び
そ

の
語
を
先
部
と
す
る
複
合
語
は 、
すべ
て
同
様
に
第一
音
節に

去
声の
点
がつ

い
て
い
る」
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る 。

そ
こ
で 、
『
類
衆
名
義
抄
(
図
書
察
本・
高
山
寺
本・
観
智
院一本・
鎖
国
守

国
神

社本)』・
『日
本
書
紀』
古
写
本
(
岩
崎
本・
前
田本・
図
書
寮
木)
な
ど

ぬゆ14
q，“

の
諸
文
献に
表
わ
れ
る 、

去
声
点
を
さ
さ
れた
仮
名
を
含
む
和
語
を
残
ら
ずぬ

冷2qu

き
出
し
て
み
た 。
そ
れ
ら
の
数
は 、
上
声
点
も
し
く
は
平
声
点
を
き
さ
れた
仮

名
を
含
む
和
語
の
数に
比べ
て 、
問
題に
な
ら
な
い
ほ
ど
僅
少で
あっ
て 、
例

が
ニ
ケ
所
以上
に
見
え
る
語
設
は 、
点の
認
定
や
和
語
漢
語
の
区
別の
仕
方に

よっ
て
多
少の
揺
れ
は
あ
る
に
せ
よ 、
複
合
語
を
数
に
入
れ
な
け
れ
ば 、
四
十

に
満た
な
い 。
今 、
こ
れ
ら
の
語
の

去
声
点
の
位
置
に
つ
い
て 、
関
係
あ
る

語 、
つ
ま
り 、
そ
の
語
の
派
生
語
お
よ
び
そ
の
語
を
先
部
と
す
る
複
合
語 、
活

用
語につ
い
て
は
そ
の
語
の
各活
用
形の
声
点
を
調
査
し
た 。

そ
の
結
果
は 、

《
和
語に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
が
ま
だ
存
在し
て
い
る
時
期
(院
政
期

ま
で)
に
お
い
て 、
あ
る
語の
第一
音
節に

去
声の
点
がつ
い
て
い
る
場
合

に
は 、
そ
の
同一
の
語 、
そ
の
語
の
派
生
語 、
お
よ
び
そ
の
語
を
先
部
と
す

る
複
合
部
は 、
第一
音
節に
必
ず

去
声の
点
がつ
い
て
い
る
と
は
限
ら
ず 、

平
声の
点
がつ
い
て
い
るζ
と
が
屡々
あ
り 、
稀
に
は上
声の
点
がつ
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
》

とい
う
結
果
を
得た 。
右
の
事
柄は 、
い
い
方
を
か
え
れ
ば 、

《
あ
る
単
語の
第一
音
節に 、

去
声
点
が
さ
さ
れ
て
い
な
が
ら 、
そ
の
同一

の
語 、
そ
の
語の
派
生
語 、
お
よ
び
そ
の
誇
を
先
部
と
す
る
複
合
語
の
第一

音
節に
平
声
点
(
稀
に
上
声点)
が
き
さ
れ
て
い
る
とい
う
場
合に
は 、
そ

の
平
声
点
(
稀
に
上
声点)
の
さ
さ
れ
て
い
る
音
節の 、
よ
り
古い
声
調
は

去
声で
あ
る
蓋
然
性
が
高い
》

とい
うこ
と
に
な
り 、
更に 、

《
諸
資
料に
お
い
て 、
あ
る
単
語の
第一
音
節
に 、
き
まっ
て
平
声
点
が
き

さ
れ
て
い
て
も 、
そ
の品目
節
は
古
く
か
ら
平
声で
あ
る
と
直
ちに
断
定
す
る

と
と
は
で
き
な
い 。
また 、
き
まっ
て上
声
点
が
さ
さ
れ
て
い
て
も 、
そ
の

音
節
は
元
来上
声で
あ
る
と
即
座に
決
定
す
ると
と
は
で
き
な
い 。
そ
れに

先
立っ
て 、
そ
れ
らの
音
節
が
古
く

去
声で
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
必

要
が
あ
る
》

と
い
う一
つ
の
仮
説
が
導
き
出
さ
れ
ると
と
に
な
る 。

大
体 、

去
声

に関
す
る
研
究は 、
金
田一
春
彦
氏
が

去声の
調
価
を上
昇
調

持34-z

で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て
以
後 、
殆
ど
進
展
が
な
い 。
右に
指
摘
し
た
事
実につ

い
て
も乙
れ
を
扱っ
た
論
放
は
管
見に
入
ら
な
い 。
ま
た 、
そ
の
よ
う
な
事

実 、
即
ち 、

去
声
点の
さ
さ
れ
て
い
る
音
節に
別の
個
所で
は
平
声
点
(
稀
に

2 



第一音節の音調一致の 法則11:対する 一三の疑い

上
声点)
が
さ
さ
れ
て
い
る
と
い
うと
と
が 、
な
ぜ
お
乙
る
の
か 、
そ
れ
を
決

定
す
る
条
件
は
ど
乙
に
求め
ら
れ
る
か 、
とい
う乙
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
な

い 。
更
に 、
『
類
取県
名
義
抄』
の
時
代よ
り
も
も
う一
つ
後の
時
代に
な
る
と 、

そ
れ
ま
で

去
声
点の
さ
さ
れ
て
い
た
音
節に
は 、

去
声
点
に
代っ
て
専
ら上
声

点
が
さ
さ
れ
て
お
り 、
平
声
点
が
さ
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か 、
と
い
う
問

題
も
ま
だ
充
分に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い 。

去
声
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

(ζ
の
小
論の
構
成)
と
うい
う
見
地に
立っ
て 、
右
の
諸
問
題
を
調
査・

考
察
し
た
結
果
を
以
下に
述べ
た
い
と
思
う 。
論
述
の
都
合
上、
そ
れ
を三
篇

に
分
け
て 、
本
稿で
は
語
幹

去
声の
形
容
詞の
場
合
を
扱い 、
続
篇
の一
「
語

根
去

声の
動
詞の活
用
形の
語
調
と
そ
の
成
立
|

試
論
|」

に
おい
て
動
詞の

場
合
を
考
え 、
続
篇
の
二
「
語
義
と
語
調
と
語
源
と
の
関
係
11去声の体言とそ

注
5

の派生語に右ける
il」

に
おい
て 、
ヤ
〔
屋〕・
ワ
〔五口〕
な
ど二

三の
体
言
と

そ
れ
ら
か
ら
派
生
し
た
と
恩
わ
れ
る一
群の
語
の
語
源
を
検
討
する
こ
と
に
す

ヲ。 。(
本
稿の
結
論の
あ
ら
ま
し
な
ど)
以
上、
小
論
全
体
を
通
し
て
の
問
題
を

述べ
た
の
で
あ
る
が 、
本
稿で
扱
う
範
囲
|

語
幹

去
声の
形
容
詞の
場
合
ーーに

し
ぼっ
て 、
そ
の
要
旨
を
述べ
て
お
く 。

(
な
お 、

平
声
点
の
差
さ
れ
て
い
る
音
節
を
低
平
調
の
音
節、

平
声
軽
点
の

差
さ
れ
て
い
る
音
節
を
下
降
調
の
音
節、
上
声
点
の
差
さ
れ
て
い
る
音
節
を

高
平
調
の
音
節、

去
声
点
の
差
さ
れ
て
い
る
音
節
を
上
昇
調
の
音
節
と
い
う

い
い
方
に
従
う 。
ま
た 、

慣
例
に
従
っ
て 、

右
の
各
々
を 、
0
・

@
・

@
・

@
と
い
う
記
号
で
表
わ
す 。)

①
去

声
点
を
差
さ
れ
た
か
な
を
含
む
形
容
詞
は 、
ヨ
シ・
ト
シ・

ナシ
の一ニ

語
で
あ
る 。

②
和
語
に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
が
ま
だ
存
在
し
て
い
る
時
期
(院
政
期
ま

で)
の 、
乙
れ
ら
の
語
群の
語
調
は 、
連
用
形
@
O、
「
語
幹+
ミ(ス)」

@
O
(
⑨)
〔
↓

@
O
(
惨)〕 、
終
止
形
o
a〉
〔
↓

O
@〕 、
連
体
形
o
a)〔
0

.〕
で
あ
る
の
を
原
則
と
する 。

ζ
れ
を 、
第一
音
節
の
音
調に
つ
い
て
い
え
ば 、
原
則
と
し
て 、
連
用
形

と
「
語
幹十
ミ(ス
ご
で
は上
昇
調
が
表
わ
れ 、
一
方 、
終
止
形
と
連
体
形

で
は
低
平
調
が
表
わ
れ
る
(
例
外
と
な
る
も
の
は 、
九
例
で
あ
る。
と
れ

は 、
右
の
全
用
例一
五
二
例
に
対
し
六
パ
ー

セ
ン
ト

で
あ
る) 。

ま
た 、
和
語に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
そ
の
もの
が
存
在
し
な
く
な
る
時

期
に
は 、
連
用
形
と
「
語
幹十
ミ」
の
第一
音
節に
は
上
昇
調に
代っ
て一角

平
調
が
表
わ
れ
る
が 、
終
止
形
と
連
体
形の
第一
音
節
に
は一
つ
前の
時
代

と
同
じ
よ
うに
低
平
調
が
表
わ
れ
る 。

こ
の
と
と
は 、
諸
資
料を
通
じ
て
専
ら
低
平
調
と
し
て
表
わ
れ
る
第一
音

節 、
即
ち 、
き
まっ
て
平
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
第一
音
節
の
中に
は 、
そ

の
古い
声
調
が

去
声で
あっ
た
もの
が
実
在
す
る
とい
うこ
と
を
示
し
て
い

る 。
③
ヨ
シ・
トシ・

ナ
シ
の
語
幹の
声
調
は

去
声で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る 。

④
こ
れ
ら
の
語
群の
終
止
形
と
連
体
形の
語
調
が
O
幽〉で
あ
る
の
は 、
語
幹

の
(切に
形
容
詞
終
止
形
接
辞シ
の
幽)・
あ
るい
は
同
連
体
形
接
辞キ
の
幽)が

続い
た
@
幽〉
とい
う
か
た
ち
が 、
曲
調の
崩
壊
期に 、
転
じ
て
o
a)とい
う

か
た
ちに
なっ
た
と
見な
し

得
る 。

と
の
場
合 、
上
昇
調の
音
節
が
低
平
調の
音
節
に
転
成
す
る
条
件
は 、

(I)
(切
幽〉
とい
う
型で
あ
る 、
(E)
第二
音
節
の
下
降
調
が
保
存
さ
れ
る 、

とい
うこ
つ
で
あ
り 、
ま
た 、
第二
音
節
の
下
降
調
が
保
存
さ
れ
る
の
は 、

形
容
詞
終
止
形
も
し
く
は
同
連
休
形
と
し
て
の
語
調
の
型に
よ
る
規
制
が
働

3 



表 I 籍幹去声の形容詞の各活用形の語調(第一次資料における)
司

工ヲ一一ーととf1
ヨ シ一一/爾五五戸| ト i乙4両工|ナ シ

------一五五五
連 用 形 ~ク 去平 図ぃ観1 去 平 図1 (15-5) 

ク モ 去平東 紀1 (前仁49
ク モ ガ 去平上平 観1(

(
仏
仏
蕊主主) 

ク モ カ 去平上上 観1 )
ク ス 去平ム 観2

去平上 観4・鎮1
去平O 図1 (1ω-3) 

平平東 図1 (313-3) 
平平上 高1 (175-2) 

上平ム
平 鋭1 (55-4) 

~ウス 去平東 図1 (133-4) 
去平上 観l(仏払)

~カラズ 去平00 観2・鎮1
カラム 去平平上 観1 (1'盟�-2)

去平平O 高1 (158-2) 
カレ 去平A 観l(法手7)

語幹・ミ ~ ミ ス 去平ム 観1 (仏丘2)
去平上 高い観4・鎮2
去平O 高ぃ観ぃ鎮1 去平O 観2・鋲1

去00 観1 (1自占8)
終 止 形 ~シ 去東 観1 (仏孫)

去ム 観1 (1首立3)
平東 図ぃ観2 平東 図1・観1



ニ
柑岨
Q
P
l
時
い
紋u-E回
総
Q
M附
l
隠
如
Q
8
h削
1
H脂

平ム 観1 (i羽目 平ム 高2・観l 平ム 紀z・観3
平上 図ぃ高15・観31・鋲2 平上 両6・観10・鋲3 平上 図ぃ高い観4・鎮3
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j主記 1. 語調標示の記号一一平 声 軽 の 点 は (東)， 平声 軽 の 点の悲 し ち がえ の 平声の 位置 の 点 は (ム)とす る 。

2. 出典 の 略号一一一紀= 日 本書 紀古写本， 図=図書祭本 名 義 抄， 市=高山寺本名 義 抄， 観=観智院本 名 義 抄，

鋲=鎖国 守 国 神 社本名 義 抄， 鋭=岩 崎 本 字鏡

3. 出典 の 右 下 の 数 字 は 用 ØlJ数 を 示 す。

4. 以 下 の も の は当表 か ら 除 い た 。

・ 第一音節IL声点 が差 さ れてお ら ず， 第二音 節 以下 に だ け 加 点 さ れてい る も の 。

・ 「ナスミ〔無〕 観 (仏お)Jはナミス の誤写であ り， ス の 点(去声 の位白) に 疑 問 が あ る ので除 い た 。
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く
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

⑤
語
調の
型
と
し
て
違
例
と
な
る
もの
に
つ
い
て 、
そ
れ
ら
が
途
例
と
な
る

所
以
を
考
察
し 、
併せ
て
第一
音
節
の
音
調
が
転
成
す
る
条
件
を
考
究
し

た 。
そ
の
結
果 、

例
判ク
ス
(
傍
線
は
第一
音
節
で
あ
る
乙
と
を
示
す)
の
語
調
が
@
0・
@

か
ら
α
O
⑨
と
な
る
場
合に
つ
い
て
は 、
単
語
連
続
か
ら
単
語
結
合へ
進
む

過
程
で 、
三
音
節
動
詞
と
し
て
の
型に
よ
る
規
制
と 、
一
つ
の
単
語
単
位の

中で
核
が一
つ
以
上
表わ
れ
な
い
と
い
う
規
制
と
が
働
く

結
果 、
上
昇
調
の

第一
音
節
が
低
平
調の
音
節
に
転
じ
る
と
考
え
る 。

川
刊ク
ス
の
語
調
が
馴
0・
ぬ)
↓

後
0・
閉と
な
る
場
合 、
お
よ
び 、
ォ
ャ

刊シ・
ミ
ミ
叶シ
の
語
調
が
0
0・
a
@
↓

O
O-
-
a)と
な
る
場
合につ

い
て
は 、
上
昇
調の
音
節
が
低
平
調
の
音
節
に
転
じ
る
と
単
語
連
続
か
単
語

結
合か
区
別
がつ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
そ
れ
を
避
け
て 、
単
語
連
続で

あ
る
と
と
を
主
張
す
る
た
め
に 、
上
昇
調の
音
節
が
高
平
調
の
音
節
に
転じ

る
と
考
え
る 。

@
和
語に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
そ
の
もの
が
存
在
し
な
く
な
る
時
期に 、

そ
れ
ま
で
上
昇
調で
あっ
た
音
節
が
な
ぜ
高
平
調の
音
節
に
統
合
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
に
及ぶ 。

以
下 、
と
れ
ら
の
乙
と
を 、
ほ
ぽ
右
の
順
序で 、
や
や
詳
し
く

述べ
て
み
た

な
お 、
引
用
例の
声点
の
認
定に
関
し
て
は 、
平
声
軽
の
点
(以
下 、
《
束

点
》
と
す
る)
を
さ
し
て
あ
る
・も
の
は
(
東)、
東
点
の
さ
し
ち
が
え
と
認
め

ら
れ
る
平
声の
位
置
の
点
は
(
A)
と
し
て 、
双
方
を
区
別
し
て
記
すと
と
に

注6す
る 。

言
う
ま
で
もな
く 、
乙
うい
う
作
業は 、
各
文
献
の
声点
の
よっ
て
たつ
声

調
体
系
が
六
声の
体
系で
あ
る
とい
う
証
明
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
るべ
き
で
あ

る 。
そ
の
証
明
は 、
現
在の
とと
ろ 、
『金
光
明
最
勝
王
経
音
義』・
図
書
寮
本

注7

『
類
取県
名
義
抄』
を
除い
て
は
充
分に
な
さ
れ
て
い
な
い 。
武
断
の
そ
し
り
は

免
れ
得
な
い
が 、
改
編
本
系
『
類
取県
名
義
抄』・『日
本
書
紀』
古
写
本な
ど
に

お
い
て
も 、
東点
の
認
定
を
試み
る
乙
と
に
す
る 。
諸
文
献
の
芦点
の
よっ
て

たつ
声
調
体
系
が
証
明
さ
れ
た
上で 、
小
論
の
点
の
認
定
は
再
検
討し
た
い
と

回?っ 。

6 

語
幹
去
声
の
形
容
詞
に
お
け
る

去
声
点
の
表
わ
れ
方
(
院
政
期
ま
で)

『
類
茨
名
義
抄』・『日
本
書
紀』
士口
写
本な
ど
の
院
政
期
ま
で
の
諸
文
献(
第

一
次
資
料)
に
表わ
れ
る

去
声点
を
さ
さ
れ
た
か
な
を
含
む
形
容
詞は
ヨ
シ・

ト
シ・
ナ
シ
の
三
語で
あ
る 。

右
の
諸
文
献
に
お
け
る
ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
の
語
調
を
調
査
し 、

活
用
形
別

に
繋
理
し
た
結
果
表ー
を
得た 。

(I)
第一
音
節
の
声点
の
位
置
と
の
表
か
ら
ま
ずわ
か
るζ
と
は 、
活
用

形に
よっ
て 、
そ
の
第一
音
節
に

去
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
もの
と
平
声点
が

差
さ
れ
て
い
る
もの
と
に 、
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。

今 、
各々
の
用
例
数
を
明
示
す
れ
ば
表E
の
通
りで
あ
る 。
即
ち 、
原
則
と
し

て 、
第一
音
節
に

去
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
も
の
は 、
連
用
形・「
語
幹+
ミ

(ス)」
お
よ
び
連
用
形
を
基
本
と
す
る
諸
形
|

「
連
用
形+
助
詞
モ」・「速
用

形+
ス」・
ウ
音
便
形・「
連
用
形+
ア
リ」
を
起
源
と
す
る
カ
リ活

用で
あ

る 。
一
方 、
第一
音
節
に
平
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
もの
は 、
終
止
形・
連
体

形お
よ
び
連
体
形
を
基
本
と
す
る
諸
形
|イ

音
便
形・
ナ
ケ
ム
(
Er--
25



表E 
ヨ
シ
・
ト
シ
・

ナ
シ
の
第
一

音
節
の
声
点
の
表
わ
れ
方

( 連 終 語 連 活
計

体止幹用 用+ 
形 形 ミ 形 形

39 2 1522 去
��� t 戸
2 1凶88

点%%% 

108 13 93 2 

93 95 8 
%% % 

一
5 1 3 1 上

7 3 ( 声4 
%% % 点

平
Ff 
軽
点

152 14 98 15 25 

�、、�、・�町、r・1 計
l∞1∞1∞lω ) 
%%%% 

注
記

連
用
形
・

連
体
形
は
各
々
を
基
本

と
す
る
諸
形
を
含
む

第一音 節 の 音 調一致 の法則IC対 す る 一 つ の 疑 い

↓
ErmBロ)・
ナ
ケ
パ(
EE・曲目ロ・明白
↓
E
Eg
g
↓
Ermg
g
↓
E
Z
Z)

で
あ
る 。

代
表
的な
例
を
挙
げ
て
お
く 。

連
用
形

「
叫
ク
(
到
平)
〔
能〕
畑一四脚本
一一-一戸一」

「
瑚
直
望
(
到
平
東)
開制跡
ω」

「
ナ
ク
モ
ガ
(
去
平
上
平)
〔
走〕

銀総…本
4灯時」

「
叶
ク
ス
(
剖
平
上)
〔
腕〕
舗
…謀本八一一日」

「
引
ウ
ス
(
剖
平
東)
(
能〕
組制柳
本
一一一一戸一」

「
叫
カ
ラ
ス
(
到
平
O
O)
〔
不
甜〕
糊
諮問本八4
叫」

「
叫
カ
ラ
ム
ヤ
(
到
平
平
上
上)
〔
善
裁〕

一銭脇田本四4坤」

「
列
カ
レ
(
到
平
ム)
〔
勿〕

錦町山内
政 一町7」

語
幹
+
ミ
(
ス)

「
ヨ
ミ
ス
(
去
平
ム)

「
則
ミ
ス
(
到
平
上)
〔
矧
悪〕
伺制脚本

語」

終
止
形

「
ト
ク
刊
シ(
去
平
明
東)
〔
捌
迅〕
細綿脚本
一

日」

「
判
シ(
明
東)
〔
調
言〕
個鵠脚本
七以」

連
体
形

「
捌
紙
(
明
即)

諜齢
制」

「
判
ケ
ン
(
明
東
平)
〔
元〕
綿
一銭ー本
4一川一味」

「
捌
裕
度
(
明
ム
平)
酬刷一m
m」

「
叶
イ
カ
ナ
(
朝
上
平
上)
〔

撤去さ
組綿脚本
二
六枕」

「
判
イ
カ
シロ
(
明
東
0
0
0)
〔
巴〕
舗網蹴ー本
雄日目1」

「
引
イ
ガ
シロ
ス
(
明
上
平
0
00」
〔
蔑〕
繍錦繍本
聞は8」

金
田一
春
彦
氏
の
第一
音
節
の
音
調一
致
の
法
則に
よ
れ
ば 、
「
同一
の
形

容
詞の
各活
用
形」
の
第一
音
節
に
は 、
同
じ
位
置
の
点
が
さ
さ
れて
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
前
述
巳)。
し
か
し 、

形
容
詞ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
の
各
活

7 

(
好)
綿
一銭
4帥2」



表
E 
ヨ
シ
・

ト
シ
・

ナ
シ
の
語
調

(
付
形
容
詞
接
辞の
固
有の
音
調)

8 

連 終 語 連 第
幹 音

体 止 用 節
+ の

音
形 形 ミ 形 調

��� 童ロ五'" 

⑨ 0 0 調
@ 

2 1422 伊
用

l 
数

。 。 。 語
@ ぞラ 。 調

8 15 2 用 。
7 ï 4 78 例
イ イ12 93 数

・ウ @ ウ @ さU ロE 

@ 曜器 。 調
• 

1 3 1 例
数
用

語 形
キ シ ミ ク 廿� 形

詞

。 ⑨ 0 0
2日bユ 接
調 辞

ウ イ ア

o
m)
↓
0
・
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
数
で
あ
る。

o
au
と
O
@
(
ア)
と
の
合
計
数
で
あ
る。

@
命)
↓

@
血曹
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
(
次
章
E)
の
数
で
あ
る。

用
形の
第一
音
節
に
は 、
右
の
よ
うに 、

去
声点・
平
声点・
上
声点
と三
様

の
点
が
表わ
れ
て
い
る 。
乙
れ
は
普
通
で
は
な
い 。
恩
うに 、
ヨ
シ・
ト
シ・

ナ
シ
の
語
幹の
音
節
の
声
調
は 、
元
来 、

去
声・
平
声・
上
声の
う
ち
の
ど
れ

か一
つ
で
あ
り 、
そ
れ
が
何
ら
か
の
条
件の
も
と
に
転じ
て 、
結
果
的に 、

去

声点
の
さ
さ
れ
た
音
節
(
即
ち
上
昇
調
の
音
節)、
平
声
点
の
さ
さ
れ
た
音
節

(
低
平
調
の
音
節)、
上
声点
の
き
さ
れ
た
音
節
(
高
平
調
の
音
節)
と
い
う

三
様の
表わ
れ
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う 。

(E)語
幹の
声
調
で
は 、
ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
の
語
幹の
声
調
は
何で
あ

ろ
う
か 。

そ
れ
を
決
め
る
方
法
と
し
て 、
ク活
用
形
容
詞の
各活
用
形の
成
立に
さ
か

の
ぼっ
て
各活
用
形の
語
調の
成
立
過
程
を
推
定
し 、

語
幹の
声
調
を
ど
う
仮

定
す
れ
ば 、
実
際
に
表わ
れ
る
語
調
を 、
各活
用
形
と
も
統
括
的に
矛
盾な
く

導
き
出せ
る
か 、
を
考
え
る
とい
う
方
法
を
と
り
た
い 。

①
各活
用
形の
語
調
il

表ー
を 、
語
調の
型
別に 、
用
例
数
を
示
し
て
ま

と
め
な
お
す
と 、
表E
の
ど
と
く
で
あ
る 。

②
各活
用
形の
成
立
|

当
該の
形
容
詞
ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
は
すべ
て
ク活

用
形
容
詞で
あ
る 。
ク活
用
形
容
詞の
連
用
形・
終

止
形・
連
体
形は 、
各

内3GM

々 、
語
幹に
接
辞
ク・
シ・
キ
が
続い
て
成
立
し
た
もの
で
あ
る
と
い
う 。
ま

た 、
「
語
幹+
ミ」
とい
う
形
も 、

語
幹
に
接
辞ミ
がつ
い
た
もの
と
考
え
て

よ
か
ろ
う 。

①
形
容
詞
接
辞の
固
有の
音
調

-
連
用
形
接
辞
J初

音
調
l

ク活
用
形
容
詞の
連
用
形の
最
後の
音
節
は
き

まっ
て
低
平
調で
あ
る 。
乙
の
乙
と
は 、
形
容
詞
連
用
形
接
辞クの
固
有の
音

調
が
低
平
調で
あ
り 、
そ
れ
が
低
平
調の
ま
ま
連
用
形の
最
後の
音
節に
保
存

さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
得ょ
う 。

・「
語
幹+
ミ」
の
ミの

音
調
|

当
該
例の
ヨ
ミ
(ス)・
ナ
ミ
(ス)
の
ミ

は
すべ
て
低
平
調で
あ
る 。
他の
形
容
詞
語
幹に
ミ
が
続い
た
例、
お
よ
び
ミ

がム
と
転
じ
て
い
る
諸
例に
お
い
て
も 、



図
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体
形

連
止
終誇

幹
連
用

形 +形 形、、、
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幹
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⑨⑨00 語
キシ ミ ク 接

辞調、�、�、�、�
↓↓↓↓ ↓ 変

OO�� 実在 イじ

ーラ⑨00 の の
語

4・@ 。
調 過

程
@ ぞろ 。

@ @ 

4惨 。

注
記
「
実
在
の
語
調
」

の
(

)

内
は、

用
例
数
が
僅
少
の
も
の
で
あ
る。

「ニ
ク
叫
ス
(
平
上
明
上)
〔
悪
作〕
細綿均一本
二
四札」

「
ウ
ト
判
ズ
(
上
上
平
帝)
(
践)
油輸抑本
一一

川」

「
ヤ
ス
叫
ス
(
平
上
明
東)
〔
慰
問〕
組諮問一本
二
六ト」

「
ウ
ツ
ク
シ
判
ズ
(
平
平
平
上
明
県)
〔
可
制〕
個鵠脚本
二五日」

な
ど
と 、
、、
:
ム
は
低
平
調
で
あ
る 。
乙
れ
ら
の
例
か
ら 、
ミ
の
固
有
の
音
調

は
低
平
調
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

-
終
止
形
接
辞
の
シ、
お
よ
び
連
体
形
接
辞
の
キ
の
音
調

|
説
ら
が
下

降
調
で
あ
る
ζ
と
は 、
周
知
の
よ
う
に 、
小
松
英
維
氏
が
指
摘
さ
れ
た 。

④
各
活
用
形
の
語
調
の
成
立
過
程
|ヨ

シ・
ト

シ・
ナ
シ
の
語
幹
の
声
調

を 、
今
仮
に
x
と
お
く
と 、
右
に
述べ
た
各
接
辞
の
音
調
が 、
各
々
z
に
続
い

て 、
実
際
に
表
わ
れ
る
語
調、
即
ち
①
の
表
E
に
示
し
た
語
調
に
至
る
過
程

は 、
右
の
図
ー
の
よ
う
に
な
る 。

⑤
語
幹
の
声
調
の
認
定
|
ヨ
シ・
ト

シ・
ナ
シ
の
語
幹
の
声
調
は 、
右
の
A

・
B
・
C
-
D
四
つ
の
語
調
変
化
を 、
統
括
的
に
矛
盾
な
く
成
立
さ
せ
得
る
調

価
を
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の
た
め
に
は 、
X
は
ど
ん
な
音
調

第一音 節 の 音 調一致の 法則IC 対 す る 一つ の 疑 い

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か 、
院
政
期
に
入
る
頃
ま
で
存在
し
て
い
る
四
種
の
音

調、
即
ち 、
低
平
調・一角
平
調・
上
昇
調・
下
降
調
の
各
々
を 、
Z
に
入
れ

て 、
A
・
B
・
C
-
D
各
々
の
語
調
変
化
が
成
立
し
う
る
か
ど
う
か
を
吟
味

し 、
X
の
音
調
を
選
定
し
た
い 。

と
と
ろ
で 、
閉
じ
型
に
属
す
る
語
群
は
同
じ
型
の
変
化
を
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る 。
A
(
速
用
形)
と
B
(「
語
幹
+
ミ」) 、
C
(
終
止
形)
と
D
(
連
体

形)
は
各
々
閉
じ
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
と
す
る
と 、
当
該
の
語
調
変
化

は
図
E
の
よ
う
に
な
る 。

大
体、
曲
調
音
節 、
即
ち
下
降
調
の
音
節
⑨
と
上
昇
調
の
音
節
@
は 、
ゆ
っ

く
り
発
音
し
な
い
限
り 、
そ
の
発
音
は
困
難
で
あ
る 。

語
の
大
部
分
が一
音
節
語・
二
音
節
語
で
あ
り 、
一
音
節
の
長
さ
が
長
か
っ

た
で
あ
ろ
う
時
期
に
は 、
曲
調
音
節
(
畠〉
お
よ
び
@)
は 、
平
調
音
節
(
O
お

よ
び
@)
と
同
じ
よ
う
に 、
極
自
然
に
発
音
で
き
た
に
ち
が
い
な
い 。

と
乙
ろ
が 、
和
語
に
お
い
て
複
合
語
構
成
が
進
む
と 、
一
つ
の
単
語
の
音
節

数
が
増
加
す
る 。
一
方 、
一
息
で
発
音
で
き
る
音
の
長
さ
に
は
限
度
が
あ
る
の

で 、
三
音
節
語・
四
音
節
語
が
語
梁
全
体
の
中
で
占
め
る
率
が一角
く
な
る
に
つ

9 
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X
の品目
調
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A・
B
の

2 3 4 

れ
て 、
一
音
節の
長
さ
は
短
く
な
る 。
そ
の
結
果 、
曲
調
音
節
は
次
第に
発
音

し
に
く
く
なっ
て 、
平
調
音
節
に
転
じ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る 。

従っ
て 、
曲
調
の
崩
壊
期
に
お
い ・
て
は 、
曲
調
音
節
を
含
む
語の
語
調
変
化

は 、
曲
調
音
節
か
ら
平調
音
節へ
と
い
う
線に
沿っ
て
行
な
わ
れ
る
の
が
普
通

で
あ
ろ
う 。

当
面
のヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
の
語
幹の
声
調
に
つ
い
て
い
え
ば 、
先
の
図
E

の
1
(X
H

O)
の
「
0・
0
↓

@
O
(A-
B)」
「
0・
⑨
↓

@
@
(C­

D)」
と
い
う

変
化
は 、
平
調
音
節
か
ら
曲
調
音
節へ
と
い
う
方
向
を
辿
る
語

調
変
化
で
あっ
て 、
あ
り
得
る
変
化
と
は
考
え
に
くい 。
ー

の
x
を
O
と
す
る

の
は
具
合
が
悪い 。
2
(X
H

@)
の
「
@・
O
↓

@
O
(A・
B)」
「
@­

a)
↓

@
⑨
(C・
D)」
と
い
う

変
化
も
同
様
で
あっ
て 、
x
を
像
と
す
る
の

も
ま
ずい 。
4
(x
u

a〉)
で
は 、
「
@・
O
↓

@
O
(A・
B)」
「
@-
a〉
↓

@
血)
(C・
D)」
と 、
第一
音
節
が
下
降
調
か
ら
上
昇
調
に
転
じ
る
と
と
に

な
る
が 、
こ
う
い
う
例
は
管
見に
入
ら
な
い 。
3
(X
H

@)
で
は 、
A-
B 、

c-
D
の
語
調
変
化
は 、
い
ず
れ
も
曲
調
音
節
か
ら
平
調
音
節へ
と
い
う
線に

沿っ
て
い
る 。
乙
う
し
て 、
x
を
@
と
す
る
場
合だ
け
が
難
が
な
い
と
と
に
な

る 。

イじ

10 

一
0・
@
↓

o
a)
(
@
@ 、
@
@)

一
@・
@
↓

O
幽〉
(
(切
命) 、
・
@)

一
@・
幽〉
↓

o
a)
(
(w
a) 、
修
@)

一
@・
幽〉
↓

O
必〉
(
(切
働〉 、
@
@)

C・
D
の
場
ρ、Eコ

と
と
に 、
ヨ
シ・
ト
シ・
ナシ
の
語
幹の
声
調
は
去
声
で
あ
る
と
認
定
す
る

乙
と
が
で
き
る 。

(E)
上
昇
調
の
音
節
が
低
平
調の
音
節に
転
成
す
る
条
件
||

終
止
形・
連

休
形の
諮
翻
に
お
け
る
llヨ

シ・
ト
シ・
ナシ
の
語
幹の
声
調
が
去
声で
あ

る
と
な
る
と 、
こ
れ
らの
語
群の
第一
音
節に
平
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
場
合

と 、
同
じ
く

第一
音
節
に
よ
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
場
合
と
は 、
上
昇
調
の
音

節
が
何
ら
か
の
条
件の
も
と
に
転
じ
て
低
平
調
の
音
節
も
し
く
は
高
平
調の
音

節に
なっ
て
い
る 、
と
い
うと
と
に
な
る 。

上
昇
調
の
音
節
が
低
平
調の
音
節
(
稀
に
高
平
調
の
音
節)
に
転
成
す
る
の

は
な
ぜ
か 。
そ
れ
を
決
め
る
条
件
は
ど
乙
に
求め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か 。

第一
音
節
が
上
昇
調
の
音
節
か
ら
低
平
調
(
稀
に
高
平
調)
の
音
節に
転
成

し
て
い
る
諸
例の
う
ち 、
ヨ
シ・
ト
シ・
ナシ
の
各
活
用
形の
語
調
と
し
て
例

外
と
な
る
もの、
即
ち 、
表
E
の
連
用
形
O
O 、
@
O 、
終
止
形
像
鳳輔 、
連
体

形
・
血曹の
諸
例に
つ
い
て
は 、
次
章の
途
例の
考
察
に
ゆ
ず
り 、
乙
ζ
で
は
終

止
形
o
a)
(
↓

O
@) 、
お
よ
び
連
休
形
O
@
(
↓

O
修)
の
場
合
を
と
り
あ

げ
る 。と

れ
に
つ
い
て
は 、
すで
に
小
松
英
雄
氏
が
「
平
安
末
期
畿
内
方
言の
語
調



第一音節の音調一致の法則IC対する一つの疑い

体
系」
辺
注
⑦
(『日
本
声
調
史
論
考』
六
三
四ベ)
で
次
の
よ
う
に
述べ
ら

れ
て
い
る 。
即
ち 、
氏
は 、
図
書
察
本
『
類
車氏
名
義
抄』
の
ヨ
シ・
ト
シ
が

「
終
止
形
O
畠〉 、
連
用
形
@
O
と
い
う
か
た
ち
を
とっ
て
い
る」
事
実
を
あ

げ 、
「
平
調の
音
節
が
曲
調の
音
節に
転
成
す
る
の
は
普
通
で
な
い
よ
う
に
考

え
ら
れ
る」
か
ら 、
「乙
の
語
群の
語
幹
が
ふ
る
く

@
の
か
た
ち
を
もっ
て
い

て 、
そ
れ
が 、
終
止
形
で
は 、
(昭
舎
と
い
う
む
す
び
つ
き
に
な
る
た
め
に 、
曲

調
音
節の
連
接
を
さ
け
て 、
(切
ぬ)V
O
ち
と
なっ
た:
:・

中
略:・:
ζ
の
ば
あ

い
に
は 、
形
容
詞
終
止
形
と
し
て
の
か
た
の
再
構
成
と
い
う
条
件
が
絶
対
的
な

も
の
と
し
て
く
わ
わっ
て
い
る
た
め
に 、
o
a)
型
の
方で
定
着
し
た
と
か
ん
が

え
ら
れ
る 。
::・

中
略・
:・

連
体
形に
つ
い
て
も
同
様
の
乙
と
が
い
え
る
は
ず

で
あ
る 。」
と
さ
れ 、
一
方 、
「
連
用
形
の
ば
あ
い
に
は
活
用
語
尾
が
低
平調
で

あっ
た
た
め
に 、
語
幹の
去
声
調
が
保
存
さ
れ
た」
と
説
か
れ
た 。

筆
者
もこ
の
説に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り 、
異
論
や
新
見
が
あ
る
わ
けで
は

な
い
が 、
語
幹
去
声の
形
容
詞ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
の
終
止
形
と
連
体
形
の
第

一
音
節
に
お
い
て
上
昇
調
の
音
節
が
低
平調
の
音
節
に
転
成
す
る
条
件
を 、
筆

者な
りに
導
き
出
し
て
み
た
い 。

語
幹
去
声の
形
容
詞
の
第一
音
節
に 、
上
昇
調
に
代っ
て
低
平
調
が
表
わ
れ

る
の
は 、
先
に
み
た
よ
う
に 、
終
止
形
O
⑨
(
↓

O
@)
の
九
三
例 、
述
体
形

o
a)
(
↓

o
a)
の一
二
例で
あ
る
(
他
に 、
連
用
形の
語
調
と
し
て
途
例の

O
O
が一
例
あ
る
が 、
乙
れ
に
つ
い
て
は
後
述二) 。一
方 、
第一
音
節に
語
幹

の
上
昇
調
が
上
昇
調
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
る
の
は 、
連
用
形
@
Oの
二
二
例 、

「一語
幹
+
ミ」

@
Oの一
四
例で
あ
る
(
他
に 、
終
止
形
ハ昭
幽)が
ニ
例
あ
る)

〔
表
E
参
照〕 。
つ
ま
り 、
二
音
節
語の
第二
音
節
に
⑨
が
表
わ
れ
る
時
に
第

一
音
節
は
@
↓

O
と
転
じ
る
が 、
第二
音
節
に
O
が
表
わ
れ
る
時に
は
第一
音

節
は
(切
で
あ
る
(
第
二
音
節
@
や
@の
例
は
未
詳
で
あ
る) 。

こ
こ
に 、
上
昇
調の
第一
音
節
が
低
平
調の
音
節に
転
成
す
る
条
件の一
つ

と
し
て 、
第二
音
節
が
下
降
調
の
音
節
(
@)
で
あ
る
と
い
う乙
と 、
即
ち 、

(切
の
と
い
う
型
で
あ
る
と
い
う乙
と
が
導
き
出
さ
れ
る 。

ヨ
シ・
ト
シ
に
は 、

「ヨ
シ
(
去
東)
〔
克〕
錯脇本
4甘味」

「
ト仰ス

(
去恥
上)
〔
利〕

舘謀本
的一3」

と 、
(切
働〉の
例
が
二
例
あ
る 。
乙
の
二
例
は 、
語
幹
去
声の
形
容
詞
の
終
止
形

に
古
く

@
舎
と
い
う
形
が
あっ
たζ
と 、
乙
れ
か
ら
O
@
と
い
う
型
が
転
成
し

た
で
あ
ろ
うこ
と
を一示
す
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
る 。

右
の
(切
幽〉と
い
う
型
は 、
よ
ほ
ど
ゆっ
く
り
発
音
し
な
い
限
りい
い
に
くい

型
で
あ
る 。
も
し 、

音
節
の
長
さ
が
短
く
なっ
て
い
く
と
す
れ
ば 、
(切
幽〉の
発

音
は 、
今
(切
を
「
O
@」 、
@
を
「
像
O」
と
お
き
か
え
る
と 、
「
O
§
。
。」

と
い
う
裂
か
ら
次
第に
「
O
@
O」
に
近い
型
に
なっ
て
い
く

で
あ
ろ
う 。

「
O
@
O」
を
還
元
す
る
と 、
O
@と
い
う
型
か
@
O
と
い
う
型
か
の
い
ず
れ

か
に
な
る 。
と
す
れ
ば 、
音
節の
長
さ
の
短
縮
化
が
進
む
に
つ
れ
て
(
前
述
E

⑤) 、
@
幽〉
が
語
調
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
方
向
は 、
(切
働〉
↓

o
a)とい
う
方
向

と 、
(切
@)
↓

(吻
O
と
い
う
方
向
と
の
二
つ
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る 。

右
の
二
つ
の
語
調
変
化
を
比べ
て
み
る
と 、
第二
音
節の
@が
そ
の
ま
ま
保

存
さ
れ
る
時
に
は
@
⑨
↓

O
@と
第一
音
節の
音
調
が
転
じ 、
第一
音
節の
@

が
そ
の
ま
ま
残
る
時に
は
@
⑨↓
@
O
と
第二
音
節の
音
調
が
転
じ
て
い
る 。

従っ
て 、
上
昇
調の
第一
音
節
が
低
平
調の
音
節に
転
成
す
る
今一
つ
の
条
件

と
し
て 、
(切
偽〉
と
い
う
型
に
お
い
て
第二
音
節の
@が
保
存
さ
れ
る
と
い
う乙

と
が
予
想
さ
れ
る 。

事
例の
裏
付
け
な
し
に
右
の
第二
の
条
件
を
予
想
し
た
の
は 、
(切
舎
と
い
う

型
の
例
が
先
のヨ
シ・
ト
シ
を
除い
て
は
見当
ら
ず 、
用
例
か
ら
帰
納
的に
@
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必)の
語
調
変
化の
方
向
を
決
定
す
る
条
件
を
導
き
出
すと
と
は 、
殆
ど
不
可
能

で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る 。
当
該の
語
幹

去
声の
形
容
詞の
終
止
形の
場
合

が 、
(切
幽)
↓

O
偽〉の
変
化
を
用
例に
よっ
て
裏
付
け
得
る
唯一
の
場
合
で
あ

ヲ令 。右
に
予
想
し
た
第二
の
条
件
が
正
当
か
ど
う
か
実
証
す
る
手
懸
り
と
し
て 、

当
該の
終
止
形
お
よ
び
連
体
形に
お
い
て
@
⑨が
o
a〉と
な
る
に
際
し 、

第二

音
節の
⑨
が
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
理
由が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

周
知の
よ
うに 、
小
松
英
雄
氏
は 、
図
書
寮
本
『
類
取県
名
義
抄』
『
金
光
明

最
勝
王
経
音
義』
の
声
点
を
調
査
さ
れ 、
漢
字
音の
声
調
体
系
の
反
映
と
し
て

和訓
の
か
な
に
も
平
声
軽
の
点が
差
さ
れ
て
い
る
事
実が
あ
る
と
と 、
そ
の
平

声
軽
の
点は
形
容
詞
終
止
形の
語
末の
か
な
「シ」 、
形
容
詞
連
体
形の
語
末

の
か
な
「
キ」 、
サ
変
動
詞の
終
止
形
を
あ
ら
わ
す
か
な「ス」
に
集
中
的に
見

ら
れ
る
と
と 、
を
発
見
さ
れ 、
平
安
末
期
畿
内
方
言の
語
調
体
系
を
再
構
成
さ

注ロれ
た 。形

容
詞
終
止
形の
最
後の
音
節 、
同
連
体
形の
最
後の
音
節
は 、
下
降
調
が

保
存
さ
れ
る
代
表
的な
・も
の
で
あ
る 。
当
該の
ヨ
シ・
ト
シ・
ナ
シ
が
形
容
詞

の
終
止
形で
あ
り 、
ヨ
キ・
ナ
キ
が
形
容
詞の
連
休
形で
あ
る
以
上 、
そ
れ
ら

の
語
調
は
形
容
詞の
終
止
形
お
よ
び
連
休
形
と
し
て
の
語
認
の
型
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の
た
め
に
は 、
第二
音
節の
シ
お
よ
び
キ
の
下
降
調
は
是

非
と
も
保
存
さ
れ
る
必
要
が
あ
る 。
語
幹

去
声の
形
容
詞の
終
止
形
お
よ
び
連

体
形
の
古い
語
調
@
儲〉が 、
(昭
幽)
↓

(昭
O
とい
う
方
向で
の
語
調
変
化
を
遂
げ

ず 、
〈切
血)
↓

O
血)
とい
う
方
向で
変
化
す
る
の
は 、
第二
音
節の
接
辞シ
お
よ

び
キ
の
下
降
調
を
保
存
す
る
た
め
で
あ
る
とい
うζ
と
が
で
き
る 。
と
ζ
に 、

先に
予
想
し
た
第二
の
条
件
は 、
条
件
と
し
て
成
立
す
る
と
と
に
な
る 。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば 、
語
幹

去
声の
形
容
詞の
終
止
形お
よ
び
連
体
形に
お

い
て 、
上
昇
調
の
第一
音
節
が
低
平
調κ
転
成
す
る
条
件
は 、

①
(切
⑨と
い
う
型で
あ
る 。

②
(切と
@の二
つ
の立回
調の
う
ち 、
第二
音
節の
働〉が
保
存
さ
れ
る 。

と
い
う二
つ
に
な
る 。
更に 、
②の
理
由
は 、
形
容
詞
終
止
形
ま
た
は
形
容
詞

連
体
形
と
し
て
の
語
調の
型に
よ
る
規
制
が
働
く 、
と
い
うと
と
で
あ
る 。

(
補
記)

右
の
条
件
を
演
縛
し
て 、

続
篇
「
語
根
去
声
の
動
詞
の
活
用
形
の

垣間
調
と
そ
の
成
立
|

試
論
|」

に
お
い
て 、
語
根
去
声
の
動
詞
の
速
体
形
・

己
然
形
な
ど
二
三
の
場
合
に
つ
い
て 、
そ

の
第
一
音
節
が
低
平
調
と
し
て
申す

わ
れ
る
理
由
の
考
察
を
試
み
る。

12 

違

例

の

考

察

語
幹

去
声の
形
容
詞の
各
活
用
形の
語
調
は 、
先に
見た
よ
うに 、
連
用
形

@
O 、
「
語
幹+
ミ」

@
O 、
終
止
形
(
(昭
晶〉
↓)

o
a)
(
↓

0
・)、
連
体
形

o
e
(
↓

O
@)
で
あ
る
の
が
原
別で
あ
る 。
そ
の
違
例
と
な
る
もの
は 、

(
工)連

用
形
O
Oニ例 、
@
O一
例

(乙
れ
ら
は
実
は
「逮
用
形
+
ス」
と

い
う
か
た
ち
で
あ
る。)

(E)終
止
形
@
@一ニ例

(E)連
体
形
@・
一
例

の
七
例で
あ
る 。
こ
れ
らの
違
例につ
い
て 、
そ
の
語
調
が
違
例
と
な
る
所
以

を
考
察
し 、
併せ
て 、
第一
音
節
が
上
昇
調の
音
節
か
ら
低
平
調
(ま
た
は
高

平
調)
の
音
節に
転
成
す
る
条
件に
及
び
た
い 。

「
連
用
形+
ス」
の
場
合

例
を
あ
げ
る 。

I 
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語
幹

去
声の
形
容
詞の
「
連
用
形
+
ス」
(
以
下、「
語
幹
去
声
の
形
容
詞
の」

は
省
略
す
る)
の一
般の
型
は 、
@
0
・
⑨
(
↓

@
0・
駒郡)
で
あ
る 。

特
殊

な
型
で
あ
る
@の
O
o
a〉 、
@の
O
O
@ 、
②の
@
0・
a)
ま
た
は
・
o
O
と

い
う
型
は 、
ど
の
よ
うに
し
て
成
立
し
た
の
か 、
先に
@
@
を 、
次
に
②
を
扱

うと
と
に
す
る 。

O
O
⑨
型(
@)〔
↓

O
0・
型
(
@)〕
の
成
立

「
連
用
形+
ス」
の一
般
的な
型
で
あ
る
@
0・
a〉は 、
速
用
形
@
O
と
サ

変
動
詞ス
⑨
と
の
単
語
連
続で
あ
る 。
乙
れ
が 、
連
用
形
と
ス
と
の
結
び
つ
き

を
強
め 、
単
語
結
合に
至
ろ
う
と
す
る
と 、
三
音
節
動
詞
と
し
て
の
型
に
規
制

さ
れ
て 、

@
0・
a)
(
⑦)
↓

O
o
a)
(
⑨)
↓

O
O
@
(
@)

と 、
上
昇
調
の
第一
音
節
が
低
平
調
の
音
節
に
転
じ
て 、
0
0
⑨
と
い
う
型

(
②)が
成
立
す
る 。
乙
の
場
合 、
上
昇
調の
第一
音
節
が 、
か
りに
高
平
調
の

音
節に
転
じ
る
と
す
る
と 、
@
0・
a)
↓

@
o
a)
と
な
り 、
高い
部
分
が
二
ケ

所に
分
散
す
る
乙
と
に
な
る
の
で 、
(W
H廿
掛輔の
方
向で
の
語
調
変
化
は
考
え
ら

れ
な
い 。

右
の
見
方が
許
さ
れ
る
な
ら
ば 、
上
昇
調の
音
節
が
低
平
調の
音
節に
転じ

る
条
件の一
つ
と
し
て 、

《
単
語
結
合に
際
し
て 、
型に
よ
る
規
制
と
ご
つ
の
単
語
単
位の
中で
核

が一
つ
以
上
表
わ
れ
な
い」
とい
う
規
制
と
が
働い
て 、
上
昇
調の
第一
音

節
が
低
平
調の
音
節に
転
成
する
場
合
が
あ
る
》

と
い
う乙
と
が
で
き
る
(
類
例
と
し
て 、
語
根
去
声
の
動
詞
ミ
ル
〔
見〕
の
連

用
形
ミ

(曹が 、
ミ
ガ
ホ
シ

O
O
O
⑨・
ミ
ヌ
クシ

O
O
O
幽〉
(、、二一
クシ
C
O

o
-))

の
第
一

音
節
に
お
い
て 、

@
ι

O
と 、

上
昇
調
の
音
節
か
ら
低
平
認
の

音
節
に
転
成
す
る
場
合
一が
あ
げ
ら
れ
る。

続
篇
「
語
狼
去
声
の
動
詞
の
活
用
形

の
語
調
と
そ
の
成
立
|

試
論
|」

を
参
照
さ
れ
た
い)

。

@
0・
A)
型
ま
た
は
・
o
O
型
(
③)
の
成
立

今一
つ
の

特
殊
例
②の
ト

ク
ス
は 、
ス
の
声
点の
認
定に
問
題
が
あ
る 。
ス

に
差
さ
れ
た
平
声の
位
置の
点を
東
点の
差し
ち
が
え
で
あ
る
と
見て 、
ト

ク

ス
@
0・
a)
と
い
う
単
語
連
続
と
す
る
見
方と 、
平
声の
位
置の
点
即
ち
平
声

点で
あ
る
と
見な
し
て 、
ト

ク
ス
・
0
0
とい
う
単
語
結
合と
み
る
見
方と 、

二
通
りの
見
方が
で
き
る 。
従っ
て 、

特
殊
例
②
ト

ク
ス
の
型の
成
立
を
考
え

る
に
は 、
「
連
用
形+
ス」
@
0・
a〉が
@
0・
晶〉に
至
る
場
合
(A
と
す
る)

と 、
「
連
用
形+
ス」
@
0・
a〉が
臓移
O
OK
至
る
場
合
(B
と
す
る)
と
の

双
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
らな
い 。

乙
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
は 、
「
速
用
形+
ス」
の
用
例
だ
けで
は
例
が
之

し
過
ぎ
る 。
そ
乙
で 、
語
調
が
「
逮
用
形+
ス」
の
そ
れ
と
同一
の
型
に
属

し 、
し
か
も 、

語
性
も
「
連
用
形+
ス」
の
そ
れ
と
同一
で
あ
る
語
を
求め
る

と 、
モ
ダ
ス
が
あ
る
(
手
続
きと
し
て
は 、
乙
ζ
で、
モ
ダ
ス
の
固
有
の
語
調

の
認
定
と 、

モ
ダ
ス
の
語
性
の
検
討
と
を
す
る
必
要
が
あ
る
が、

論
述
の
都
合

13 



注川崎

上 、
と
れ
は
注
記
に
ま
わ
す
と
と
に
す
る) 。

あ
る
同
一

の
語
調
の
型
に
所
属
す
る
語
群
は 、

同
一

の
語
調
変
化
を
遂
げ

る 。
「
連
用
形
+
ス
」

の
語
調
変
化
を
分
析
す
る
に
は 、

モ
ダ
ス
の
そ
れ
を
併

せ
て
検
討
す
る
ζ
と
が
で
き
る 。

モ
ダ
ス
の
例
に
は
次
の
も
の
が
あ
る 。

@
「
モ
ダ
ス
(
去
平
ム)
〔
貼〕

制

捜rz
下

竪T
O畑

7
」

Q
「
モ
ダ
ス
(
上
平
東)
〔
陰〕

組組問…
本
一一
O

に
」

①
「
モ
ダ
ス
(
上
平
上」
〔
会〕

組制脚
本

酬
坤・
〔
会〕

錯耕一
国
神
社
本

田細
川」

@
「
モ
ダ
ス
(
平
平
ム)
〔
終〕

綿一
議

本

邸町
時」

@
「
モ
ダ
ス
(
平
平
O)
〔
隆〕

繍
謀

本

誠一川
2
」

先
に
あ
げ
た
「
連
用
形
+
ス
」

の
諸
例
⑦
l

②
に 、

右
の
モ
ダ
ス
の
諸
例
⑧

t
@
を
加
え
て 、

そ
の
全
部
の
用
例
か
ら
帰
納
す
る
と 、

単
語
連
続
@
0
・

ぬ)

か
ら 、

三
音
節
動
詞
と
し
て
の
型
(
即
ち
単
語
結
合)

に
至
る
語
調
変
化
は 、

次
の
図
E
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る 。

〔
図
m〕

単
語
巡
絞

出十詰結
合

(一ニ
音節動詞の
型による 一持続成が
ある)

例
制
副「
l
l

剖
副
寸
Il
l
111-

C
C
@
li
c
c
@(第二
刻
へAH
流)

-
1
1
1
1↓(
@
0
・
伽)

⑦
@
\

ー

θ
0・
0〈〆
O
@

③

②

，@
0・
@
|↓(
防相
0・
@)

mw
O
C(一一小ス
類へ
令流)

乙
乙
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は 、

図
E
の
左
側
の
系
列
の 、

@
0

・

a〉
↓
修
0・
a〉
と
い
う
語
調
変
化
(
先
に
A
と
し
た
も
の)
と 、

@
0
・

@

↓;・
↓

@
O
O
と
い
う
語
調
変
化
(
先
に
B
と
し
た
も
の)
と
で
あ
る 。

A
の 、

@
0
・

a)
と
い
う
型
が 、

な
ぜ
@
0
・

@
と
い
う
型
に
な
る
か
と
い

う
問
題
は 、

そ
れ
が
な
ぜ
0
0
・

a)
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
に
置
き
換

え
て
考
え
る
ζ
と
が
で
き
る 。

0
0
・

@
と
い
う
型
(
単
語
連
続)

は 、

o
o

a〉
と
い
う
型
(
単
語
結
合)

と
現
実
に
は
閉
じ

型
に
な
る 。

こ
れ
は 、

ト
ク
ス

・
モ
ダ
ス
が 、
「
ト
ク
+
ス
」
「
モ
ダ
+
ス
」

と
い
う
各
々
二
つ
の
単
語
の
連
続

し
た
か
た
ち
で
あ
る
の
か 、

そ
れ
と
も 、
「
ト
ク
ス
」
「
モ
ダ
ス
」

と
い
う
一

つ

の
単
語
に
結
合
し
た
か
た
ち
で
あ
る
の
か
を 、

語
調
の
上
で
区
別
し
て
表
わ
せ

な
い
乙
と
に
な
る 。

従
っ

て 、

@
0
・

a)
↓

0
0
・

血)
と
い
う
語
調
変
化
は 、

単
語
連
続
と
し
て
は
許
さ
れ
な
い

。

思
う
に 、

@
0
・

@
↓

@
0
・

@
と
い
う

語
調
変
化
は 、

ト
ク
・

モ
ダ
は
一

つ
の
単
語
で
あ
り
ス
も
一

つ
の
単
語
で
あ
る

と
い
う
と
と
を
単
語
連
続
と
し
て
語
調
の
上
に
際
立
た
せ
る
必
要
が
あ
る 、

そ

の
た
め
に
は
ス
の
下
降
調
⑨
は
サ
変
動
詞
ス
の
語
調
と
し
て
保
存
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

、

ま
た
一

方
で
は
三
音
節
中
に
@
0
・

a)
と
曲
調
音
節
が
二
つ
も

表
わ
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る 、

と
い
う
三
つ
の
条
件
が
重
な

る
と
乙
ろ
に
生
じ
る
語
調
変
化
で
あ
ろ
う 。

次
に 、

B
の 、

@
0
・

a)
↓・
:
↓

@
O
O
と
い
う
語
調
変
化
に
関
し
て
云
え

ば 、

@
O
O
と
い
う
型
は 、

A
の
・
0
・

⑨
と
い
う
型
が 、

単
語
連
続
か
ら
単

語
結
合
へ
転
じ
る
際
に 、

三
音
節
動
詞
と
し
て
の
型
に
規
制
さ
れ
て 、

後
0
・

a)
↓

@
O
O
と
変
化
し
た
も
の
と
み
る
と
と
が
で
き
る
(
但
し 、

乙
の
@
0
・

a〉
↓

@
0・
偽)
↓

@
O
O
と
い
う
語
調
変
化
の
例
は 、
②
ト
ク
ス
の
他
は
未
詳

で
あ
る。
前
述
の
よ
う
に
②
ト
ク
ス
の
ス
の
点
は
東
点
の
差
し
ち
が
え
か
と
も

み
れ
る。
従
っ
て 、
右
の
語
調
変
化
が
確
か
に
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い 。
ス

の
点
を
平
声
点
と
認
定
す
れ
ば 、
当
該
の
調
誇
変
化
を
右
の
よ
う
に
考
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る) 。

14 

な
お 、

先
に 、

②
と
は
別
に
考
察
し
た
特
殊
例
@
@
は 、

単
語
速
続
@
0
・



企)
が 、
三品目
節
の
動
詞
と
し
て
の
型
(
即
ち
単
語
結
合)
に
至
る
語
調
変
化
全

体
の
中
で 、
②の
系
列
と
は
別
の
右
側
の
系
列
と
し
て 、
図
E
に
示
す
よ
う
な

位
置
を
占
め
る
もの
で
あ
る 。

以
上 、
語
幹
去
声の
形
容
詞
が
「
連
用
形+
ス」
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
場

合に 、
「
連
用
形+
ス」
の一
般
の
か
た
ち
で
あ
る
@
0・
@
と
い
う
か
た
ち

を
と
ら
ず 、
o
o
a〉 、
0
0
・ 、
-
0・
@
ま
た
は
・
0
0
と
い
う
特
殊
な
か

た
ち
と
し
て
表
わ
れ
る
諸
例
に
つ
い
て 、
な
ぜ
特
殊
な
か
た
ち
が
表
わ
れ
る
の

か 、
そ
の
所
以
を
考
察
し
た 。

第一音節の音調一致の法則IC対する一つの疑い

E
終
止
形
が
@
@
型
に
な
る
場
合

特
殊
例
と
し
て 、
今一
つ 、
語
幹
去
声の
形
容
詞
の
終
止
形
(
以
下 、
単
に

終
止
形
と
い
う)
の
語
調
が 、
@
⑨
↓

O
⑨
↓

O
後
と
い
う
終
止
形一
般
の
語

調
変
化
(
前
述
こ
を
辿
ら
な
い
で 、
@
@
と
い
う
型
に
な
る
場
合が
あ
る 。

オ
ヤ
ナシ・
ミ
ミ
トシ

の
ナシ・
トシ

が
こ
れ
で
あ
る 。

ナシ・
トシ

の
例
を
あ
げ
る 。

(一
般
例)

①
「
鳴
恩
稽
矩
謀
開制
(
平
平
上
平
東
明剖)

郡一一昨
叩

「
引刈
(
明劇)
〔
莫〕

綿一間一蹴本
論仕
出」

②
「
到
(
買)
〔
無
制〕
細
務本

-一八
ご」

③
「
ト
ク
HM
(
去
平
明剰)
〔
激
迅〕

側一時脚本
一

日

④
「
H叶
(
平
上)
〔
迅〕

縞鮎備本
に日
出」

(
特
殊
例)

⑤
「
於
夜
開劇
繭
(
平
平
却』
上)
儲捕鯨
胤」

⑥
「
於
夜
開矧
爾
(
平
平
却』
平)

問時間本
山川」

etc. '-

etc. Lー

⑦
「
ミ、
トシ

(
平
平
訂以)
〔
聴
聡〕

例制防本

(
平
平
明』)
〔
聴
聡〕

繍
抑制山本
U九州」

四七「
京大本

ウ6rも向上
四五)」

仏
「、、、、
川訓

オ
ヤ
ナシ
(
⑤
⑥)・
ミ
ミ
トシ

(
⑦)
に
お
い
て 、
終
止
形
ナシ・
トシ

が 、
(切
働〉
↓
$

轟帯
血)
↓

@
@
と
い
う
変
則
的
語
調
変
化
を
す
る
の
は 、
⑤
⑥は

「
オ
ヤ・
ナシ」 、
⑦は
「
ミミ
:
トシ」
と
い
う
単
語
連
続で
あっ
て 、
「
オ

ヤ
ナシ」・「
ミ
ミ
トシ」
と
い
う
目立日
節
の
形
容
詞
で
は
な
い
と
い
うと
と

を 、
語
調
の
上
に
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か 。

注リ凶

即
ち 、
0
0
型
の
オ
ヤ・
ミ
ミ
に 、
ナシ・
トシ

が
続
く

場
合 、
ナシ・
ト

シ
が
終
止
形一
般
の
型
で
あ
る
o
a)
型
の
ま
ま
続
く
と 、
オ
ヤ
ナシ・
ミ
ミ
ト

シ
は 、
o
o
o
a)と
な
る 。
o
o
o
m〉は 、
低
起
型
目立国
節
形
容
詞
の
語
調
で

あっ
て 、
オ
ヤ
と
ナシ・
ミ
ミ
と
トシ
と
は
単
語
連
続
か
単
語
結
合か
区
別
が

つ
か
な
い 。
閉山
うに 、
当
該
の
三
例に
お
い
て
は 、
オ
ヤ
と
ナシ、
ミ
ミ
と
ト

シ
と
は 、
各々
独
立
し
た
単
語
の
連
続で
あ
る
と
い
う
意
識が
支
配
的で
あっ

て 、
ナシ・
トシ

は 、
ォ
ャ.、、、、互
に
続い
て
単
語
連
続
か
単
語
結
合か
識
別

の
で
き
な
い
0
0・
0
@
と
い
う
か
た
ち
をつ
く
る
の
は
避
け
た
い 。
そ
の
た

め
に
は 、
終
止
形
に
O
@と
い
う
型
は
と
り
た
く
な
い 。
そ
ζ
で 、
ナシ・
ト

シ
は 、
(吻
ぬ)
↓

O
偽)
↓

O
@
と
い
う
終
止
形一
般
の
語
調
変
化
を
辿
ら
ず 、
(切

幽)
↓
-e

e
必)
↓

惨
劇躍
と
い
う
変
化
を
経て 、
終
止
形
と
し
て
は
違
例の
@
惨
と

い
う
型
を
と
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う 。

オ
ヤ
ナシ・
ミ
ミ
トシ

の
ナ
と
ト
に
お
い
て 、
(切
幽〉
↓*

血暫
幽〉と 、
上
昇
調

の
音
節
が
高
平
調
の
音
節
に
転
じ
る
上
述
の
事
情
は 、
「
連
用
形+
ス」
の
特
殊

例
で
あ
る
②ト
ク
ス
の
ト
に
お
い
て 、
@
0・
@
↓

・
0・
血)
と 、
上
昇
調
の

音
節
が
高
平
調
の
音
節
に
転
じ
る
事
情
(
前
述
二
工)
と
酷
似
し
て
い
る 。

以
上
の
考
察
が
も
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば 、
上
昇
調
の
第一
音
節
が
高
平
調
の
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表町 語幹去声の形容詞の各活用形の語調 (第二次資料における)

工7一一一一形 企H国> シ ---------m百五日 ト シ ペ仏1
述 用 形 ~ク 上平 Æ 2 (16-4， 34-5) 上平 忍1 (40-1) 

(ケケ レ)ナ ク

( ス ベ)ナ ク ・テ
~カラ ・ ヌ 上平平上 亙1 (29-2) 
~カラ ・ム 上平平上 亙2 (33-6， 64-7) 

芝u五u 古干't-・ .守 ご、 (… ヲ )- ミ
( ス ベ)ナ ミ ・ ニ

(セムカタ)ナ ミ ・ゾ
( ヨ ルベ)ナ ミ

終 止 形 -y 平上 忍1 (53-1) 
( スベ)ナ シ
~シ・ ニ

(コ ト )ナ シフ

連 体 形 ~キ 平上 忍4

ナ シ

(平平平)上平
(平平平)上上
(上上上)上上
(平上)上平・上

上平平上
上平

(平平)上平・上
(上上)上平O
(上上上平)上平平
(上上平)上平
(上上上)去平
平上
(平上)平上
平上・上
平上・0
上上・0
上平・平
(平平)平上平
(00)平上平
平上
平O

------m百五干|
寂1 (1097) 
ヨ111 (1097) 
司111 (1097) 
訪111 (645詞)

亙1 (3-6) 
寂2 (序・497)
ヨ111 (1001) 
寂1 (1001) 
ヨ111 (1023) 
寂ぃ訓1 (619) 
寂1 (619 の 加筆)
亙4 ・浄1 (381) 
司111 (1087) 
言111 (749) 
寂1 (749) 
ヨ111 (164) 
訪111 (505) 
訪111 (674) 
寂1 (674) 

|忍l浄l訓l
訪Ii1 (1058) 

ミD.... 
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第一音節の音調一致の法11.lJI1:対する一つの疑い

音
節
に
転
じ
る
条
件
と
し
て 、

《
上
昇
調の
第一
音
節
が
低
平
調の
音
節に
転
じ
る
と 、
単
語
連
続
か
単
語

結
合か
区
別
の
つ
か
な
い
か
た
ち
に
な
る
時に 、
単
語
連
続で
あ
る
乙
と
を

主
張
し
よ
ラ
と
し
て 、
上
昇
調の
第一
音
節
が
高
平
調の
音
節
に
転
じ
る
こ

と
が
あ
る
》

と
い
う乙
と
が
で
き
る 。

更
に
今一
つ
の
違
例
と
し
て 、
語
幹

去
声の
形
容
詞の
逮
体
形の
第一
音
節

に 、
平
声点
が
表
わ
れ
ず
上
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る 。

「
引パ引
カ
ナ
(
却uJ
0
0)
〔
制
裁〕

綿一四一蹄本
雄一岬5」

こ
れ
は 、
図
書
祭
本
『
類
取県
名
義
抄』
に 、
「
引川
カ
ナ
(
明』
平
上)〔
懇

筑〕一一六日山」
と
ヨ
に
平
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
と
と 、
語
幹

去
声の
形
容
詞の

連
体
形
の
第一
音
節
に
上
声点
の
差
さ
れ
た
例
が
他
に
見つ
か
ら
な
い
ζ
と 、

当
該
例
の
ヨ
の
点
が
上
声点
に
し
て
は
そ
の
位
置
が
や
や
低
め
で
あ
る
と
と 、

な
ど
に
よ
り 、
つ
け
誤
りの
点
の
疑い
も
あ
る 。
違
例
と
し
て
あ
げ
る
に
と
ど

め
た
い 。

以
上、
和
語の
か
な
に

去
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
諸
文
献
(
注
2
の
第一
次

資
料)
に
お
い
て 、
語
幹

去
声の
形
容
詞の
各活
用
形の
語
調
と
し
て
違
例
と

な
る
諸
例
に
つ
い
て 、
そ
れ
ら

が
違
例
と
な
る
所
以
を
考
察
し 、
併せ
て 、
第

予|来l-!EI
� I 判 トァ
事|什叔
快
百事
硲
述書

除l闘

(AH白ItH)

(印ωl白)

一
音
節
が
上
昇
調
か
ら
低
平
調
(も
し
く
は
高
平
調)
の
音
節に
転
成
す
る
条

件に
及
ん
だ 。

上
昇
調
の
音
節
が
高
平
調
の

音
節
に
統
合
さ
れ
る
こ
と

和
語に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
が
ま
だ
存
在
し
てい
る
時
期(
院
政
期
まで)

の 、
語
幹

去
声の
形
容
詞の
各活
用
形の
語
調
は
上
述の
ご
と
くで
あ
る
が 、

も
う一
つ
次の
時
期に
な
る
と 、
乙
れ
は
ど
うな
る
か 、
簡
単に
ふ
れ
て
お
こ

，っ。『
日
本
書
紀
私
記
(
御
亙
本)』
『
古
今
集
(
高
松
宮
家
本・
寂
恵
本)』
『
古

今
訓
点
抄』
『
拾
遺
集
(
浄
弁
本)』
な
ど
の
諸
文
献
(
注
2
の
第
二
次
資
料)

に
表
わ
れ
る
語
幹

去
声の
形
容
詞
ヨ
シ
・
ト
シ・
ナ
シ
の
各活
用
形の
語
調
を

調
査し 、
活
用
形
別
に
整理
し
た
結
果は
表町
の
ど
と
くで
あ
る 。
表即日
を
表

ー
と
比べ
て
み
る
と 、
ま
ず 、
表ー
で
は

去
声点
が
差
さ
れ
て
い
た
連
用
形お

よ
び
「
語
幹+
ミ

(ス
ご
の
第一
音
節に
は 、
表町
で
は
専
ら
上
声
点
が
差

さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る 。
乙
こ
に 、
前
代に
上
昇
調で
あっ
た
第一
音
節

が 、
ζ
の
時
期
に
は
高
平
調の
音
節に
統
合
さ
れ
る
とい
う
事
実の一
端
を
み

て
と
る
乙
と
が
で
き
る 。
次に 、
表I
で
平
声点
が
差
さ
れ
て
い
た
終
止
形お

よ
び
連
体
形の
第一
音
節に
は 、
表W
で
も同
じ
よ
う
に
平
声点
が
差
さ
れ
て
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い
る
乙
と
が
わ
か
る 。
こ
の
こ
と
は 、
諸
文
献
(
注
2
の
第一
次
資
料・
第
二

次
資
料の
双
方)
を
通
じ
て 、
き
まっ
て
平
声点
が
差
さ
れ
て
い
る
第一
音
節

の
中に
は 、
そ
の
音
節の
元
来の
声
調
は

去
声で
あ
る
も
の
が
実
在
す
る
とい

うと
と
を
示
す
も
の
で
あ
り 、
あ
る
単
語
の
語
源
を 、
金
田一
審
彦
氏
の
第一

音
節
の
音
調一
致
の
法
則
に
のっ
とっ
て
決
定
し
よ
う
と
する
場
合 、
注
意
す

べ
き
ζ
と
で
あ
る
(
具
体
例
に
つ
い
て
は 、
続
篇
「
語
義
と
語
調
と
語
源
と
の

関
係

||
去
声
の
体
言
と
そ
の
派
生
語
に
お
け
る

ll」
に
ゆ
ず
る) 。

とこ
ろ
で 、
和
語
に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
時
期

(
院
政
期
ま
で・
第一
次
資
料の
時
期)
に
は 、
上
昇
調の
音
節
は
底々
低
平

調の
音
節に
転
成
し 、

高
平-調
の
音
節
に
転
成
(
統
合で
は
な
い)
す
る
の
は

む
し
ろ
稀
で
あっ
た
(
前
述一
・

ニ) 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
和
語
に
お

い
て
上
昇
調
の
音
節
そ
の
もの
が
存
在
し
な
く
な
る
時
期
(
第
二
次
資
料の
時

期)
に
な
る
と 、
そ
れ
ま
で
上
昇
調で
あっ
た
音
節
は 、
低
平
調
の
音
節
に
は

統
合
さ
れ
ず 、
専
ら 、一両
平
調の
音
節
に
統
合
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

.刃
金
田一
春
彦
氏
は 、
「「
名
義
抄」
嘗
時

去
貼の
音
節
は
他
の一
般
音
節
よ
り

も
梢ミ
長
く

鳥獣品目
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
そ
し
て
そ
れ
が一
般の

‘、‘‘‘‘‘

・E目白目白目'

音
節
と
同
長に
受
化
し
た
時に 、
0
0
型
V

O
O
型
の
嬰
化
が
起っ
た
の
で
は

注目

な
か
ろ
う
か 。」
と
説
か
れ
て
い
る
が 、
上
昇
調の
音
節
が
な
ぜ
低
平
調の
音

節
に
統
合
さ
れ
得
な
い
の
か
は 、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い 。

先
に
述べ
た
よ
う
に
(一
E
⑤) 、
和
語
に
お
い
て
複
合
語
構
成
が
進
み 、一

音
節の
長
さ
が
短
く
な
る
に
つ
れ
て 、
曲
弱
音
節
は
そ
の
ま
ま
で
は
発
音
し
に

く
く
な
り 、
ま
ず
下
降
調の
音
節
が
高
平
調の
音
節に
合
流
し 、
遅
れ
て
上
昇

調の
音
節
も
高
平
調の
音
節
に
統
合
さ
れ
て 、
曲
調
そ
の
も
の
は 、
下
降
調
が

二
音
節
名
詞
第五
類に
保
存
さ
れ
る
の
を
残
し
て 、
和
語
に
お
い
て
は
語
調
体

系
の
中
か
ら
姿
を
消
す
に
至
る
の
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合 、
上
昇
調の
音
節
が

低
平
調の
音
節に
統
合
さ
れ
ず 、一高
平
調の
音
節に
統
合
さ
れ
る
背
景に
は 、

型の
識
別の
問
題
が
絡ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

大
体 、
語
調の
型
の
識
別 、
例
え
ば 、
@
@
型
と

O
O
型
と
の
識
別
は 、
付

属
語
の
語
調に
よっ
て
な
さ
れ
る 。

注目
注目

注日

一
音
節の
付
属
語
の
中に
は 、
助
詞モ・
ソ・
ネ 、
間
投
詞
ヨ、
助
動
詞ユ

な
ど 、
古
く

下
降
認で
あっ
た
と
恩
わ
れ
る
もの
や 、
助
詞ニ・
ヲ
な
ど
古
く

上
昇
調で
あっ
た
と
判
断
さ
れ
る
もの
が
あ
る 。

「
於
謀
提
剖(
平
平
平
荊)
盟問一…m
m」

「
比
騰
闇(
上
平
刺)
輯一酬跡
山」

「多智諌羅劃(平上上上期)
畑瞬間本
位」

「摩蘇餓瑚(上上上期)
樹摘一m
m」

「狽奉到底那(上上期上上)
悶附締本
位」

「僚制(ム山中)
翻時間本
河一本」

「
賊
一疎開(
平
上
国)
細
額本
百」

先に
述べ
た
音
節の
短
縮
化
が
進
み 、
曲
調が
発
音
し
に
く
く
な
る
に
つ
れ

て 、
と
れ
ら
曲
調一
音
節の
付
属
語
は
次
第
に
そ
の
固
有の
語
調
を
崩
し
て
い

く 。
例
え
ば 、
『日
本
書
紀』
古
写
本で
は 、
助
詞モ
に
は 、
東
点
が
差
さ
れ

て
い
る
か
平
声の
位
置の
点
が
差
さ
れ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る 。

「
鳴
思
稽
矩
謝(
平
平
上
平
荊)
翻跡
内」

「鳴恩稽矩謝(平平上上刑判)
蜘問問。本
内」

助
詞
モ
は
付
属
語
で
あ
る
か
ら
単
独で
用い
ら
れ
る乙
と
は
な
い 。
必
ず
他
の
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第一音節の音調一致の法則!C対す る 一つの疑い

語の
下
に
位
置
す
るJ
そ
の
場
合 、
高
平
調の
音
節
で
終る
語の
下に
モ
が
続

く
と 、
:・

劇物
・
閉と
な
る 。
下
降
調
働)は
今
や
発
音
し
に
く
く
なっ
て
い
る 。

そ
こ
で 、
下
降
調
血)の
前
半
を
形
成
す
る一両い
部
分
が 、
す
ぐ
上の
音
節の
高

平
調
診
に
同
化
さ
れ 、
そ
れ
ま
で
下
降
調で
あっ
た
助
詞
モ
の
音
節に
は 、
下

降
調
の
後
半の
低い
都
分
だ
けが
残
る
結
果 、
「・:
@・
@
↓:・

多
O」
と 、

助
詞
モ
は
低
平
調
と
同
じ
か
た
ち
に
な
る
の
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、ぃ
間
投
詞
ヨ
に
つ
い
て
み
れ
ば 、
モ
と
同
じ
よ
うに 、
東
点の
差
さ
れ

て
い
る
例
と
平
声の
位
置の
点
の
差
さ
れ
て
い
る
例
と
が
あ
る 。

「摩蘇餓謝(上上上期)
樹摘跡
m」

「摩蘇餓謝(上平上明)
悶措締本
m」

「ミ
判(去明)
〔省〕

銅製一本
州以・舗翻一蹴本
国対7」

と
と
で
も 、
ヨ
の
音
節の
下
降
調
⑨の
前
半
を
成
す
高い
部
分が 、
そ
の
す
ぐ

前の
音
節の
高い
部
分に
同
化
さ
れ
て 、
:・

修・
儲〉
↓:・

後
O
(マ
ソ
ガヨ
の

場
合) 、
@・
血)
↓

@
O
(ミヨ
の
場
合)
と
な
り 、
ヨ
の
音
節
に
下
降
調に

代っ
て
低
平
調が
表
わ
れ
る
と
い
う
外
見
を
呈
す
る
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る

(
上
昇
調
の
助
詞
ニ
・
ヲ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い)
。

と
う
し
て 、
曲
調の
付
属
誇
が
そ
の
固
有の
語
調
を
崩
し
て
平
調
化
す
る
よ

う
に
な
る
と 、
自
立
語の
語
調の
型の
識
別 、
例
え
ば 、
偽
物
型
と
O
O
型
と

の
識
別
の
上で 、
そ
れ
ま
で
付
属
語が
果
し
て
き
た
機
能
は
低
下
し
て 、
修
修

型
と
O
O
型
と
の
識
別
が
暖
昧に
な
り 、
と
ζ
に 、
語
調の
型の
識
別
は 、
一

単
語
単
位
内
で
の
高い
部
分の
表
わ
れ
方に
よっ
て
の
み
可
能
と
な
る
事
態
を

注げ

生
じ 、
八一両い
部
分の
な
い
型の
消
滅V
を
招
来
す
る
に
至
る 。
従っ
て 、
和

語
に
お
い
て
上
昇
調の
音
節
そ
の
もの
が
な
く
な
る
時に 、
そ
れ
ま
で
上
昇
調

で
あっ
た
音
節
は 、
低
平
調の
音
節に
合
流
す
るζ
と
は
許き
れ
ず 、一口問
平
調

の立田
節に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
と
乙
に 、
鎌

倉
期
か
ら
室
町
期の
聞に
おこ
る一
連の
語
調
変
化
|10

0
↓

@
O 、
0
0

0
↓

修
@
O 、
0
0
修
↓

務
O
O
な
ど
の
変
化
||の

先
駆
を
見るζ
と
が
で

き
る
と
思
うの
で
あ
る 。

和
語に
お
い
て
上
昇
調の
音
節そ
の
もの
が
存
在
し
な
く
な
る
時
期に 、
そ

れ
ま
で
上
昇
調
で
あっ
た
音
節が一角
平
調の
音
節に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由に
つ
い
て 、
試
論
ま
で
に 、
い
さ
さ
か
思
う
と乙
ろ
を
述べ
た
次
第

で
あ
る 。

1 
士-「

国
語
ア
ク
セ
ン
ト

史
の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」

第
五
節
(『融制
F
古

稀
記
念
論
文
集
』)

。

ほ
ぽ
同
様
の
趣
旨
は、
「
現
代
諸
方
言
の
比
較
か
ら
観

た
平
安
朝
ア
ク
セ
ン
ト

」

第
十
節
(
方
言
七
ノ
六) 、
「
類
車内
名
義
抄
和
訓
に

施
さ
れ
た
る
繋
符
に
就
て
」

第
二
十
節
(『
国
語
学
論
集
』)

に
も
述
べ
ら
れ

て
い
る。

な
お、

補
記
を
参
照
さ
れ
た
い。

調
査
対
象
に
つ
い
て
一

言
し
て
お
き
た
い

。

声
点
の
施
さ
れ
て
い
る
諸
文
献
を
ニ
大
別
し 、

平
声
軽
の
点
や
去
声
点
の

表
わ
れ
る
も
の
を
第
一
次
資
料
と
し 、
一

方 、

元
来
の
声
調
が
平
声
軽
や
去

声
で
あ
る
音
節
を
含
む
単
語
が
あ
り
な
が
ら、

当
該
の
箇
所
に
平
声
軽
の
点

や
去
声
点
に
代
っ
て
専
ら
上
声
点
の
表
わ
れ
る
諸
文
献
を
第
二
次
資
料
と
す

zv 。
2 

調
査
は
次
の
も
の
に
よ
っ
た。

第
一
次
資
料

A
音
義
・

字
書
類

金
光
明
最
勝
王
経
音
義
(
承
暦
三
年
(
一
O
七
九)

選
述
と
い
う)

|
大
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東
急
記
念
文
庫

類
衆
名
義
抄

図
書
察
本
(
永
保
元
年
(
一
O
八
二

以
後
成
立
と
い
う)

l
勉
誠
社

改
編
本
系
(
治
承
二
年
(
一
一
七
八)

以
前
成
立
と
い
う)

高
山
寺
本
l

天
理
図
書
館
善
本
態
寄

京
大
本
は
国
語
国
文
別
刊

観
智
院
本
|

貴
重
図
書
複
製
会

鎖
国
守
国
神
社
本
|

未
刊
国
文
資
料
別
巻
(
必
年
3
月
原
本
照
合)

岩
崎
本
字
鋭
|

貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
(
必
年
ロ
月
原
本
照
合)

前
田
本
色
葉
字
類
抄
(
治
承
年
間
(
一

一
七
七
|

一
一
八

二

成
立)

|

尊
経
閣
叢
刊

法
撃
経
単
字
(
保
延
二
年
(
一

三
三ハ)

書
写)

|
貴
重
図
書
影
本
刊
行

会
高
山
寺
和
名
類
取県
抄
|

天
理
図
書
館
善
本
叢
笹

B
日
本
書
紀
古
写
本
|

岩
崎
本
(
推
古
紀
・

皇
極
紀)

、

前
岡
本
(
仁
徳
紀
・

雄
略
紀
・

継
体
紀
・

敏
達
紀)

、

図
書
察
本
(
神
代
紀
下
・

履
中
紀
・

反

正
紀
・

允
恭
紀
・

安
康
紀
・

雄
略
紀
・

消
寧
紀
・

顕
宗
紀
・

仁
賢
紀
・

武
烈
紀
・

継
体
紀
・

用
明
紀
・

崇
峻
紀
・

推
士口
紀
・

野
明
紀
・

皇
極
紀)

|
以
上 、

い
ず
れ
も
複
製
本
に
よ
る。

(引用例の
所在は 、
歌認は
歌諮番
号を示し 、
歌諮以
外の例は 、
紙のつ
ぎめで
何枚

目の
何
行かを示した。
又 、
字
体は 、
日本古典文
単大
系の
校異を多照して活
字
体に

改めた 。)

第
二
次
資
料

御
基
本
日
本
書
紀
私
記
・

高
松
宮
家
本
古
今
集
・

寂
窓
本
古
今
集
・

古
今

訓
点
抄
・

浄
弁
本
拾
遺
集
・

西
本
願
寺
本
万
葉
集
|

以
上 、

い
ず
れ
も
観

製
本
に
よ
る。

右
の
第
一
次
資
料
の
う
ち、

A
の
音
義
・

字
書
類
に
施
さ
れ
た
声
点
と 、

B

の
日
本
書
紀
古
写
本
に
記
載
さ
れ
た
声
点
と
は 、

各
々
質
を
異
に
す
る
。

即
ち、
立日
義・
字
書
類
に
施
さ
れ
た
声
点
は 、
音
義
・

字
舎
類
の
性
質
か'
り
し

て 、

そ
の
成
立
当
時
の
畿
内
方
言
の
語
調
に
基
づ
い
て
差
点
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て 、

乙
れ
ら
の
資
料
に
よ
り
個
々
の
資
料
の
成
立
当
時
の
語
調
体
系
を

知
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が、
大
づ
か
み
な
言
い
方
を
す
れ
ば 、
全
体
と

し
て
院
政
期
を
中
心
と
す
る
時
期
の
姿
を
把
え
る
と
と
が
で
き
る
と
い
う 。

ζ
れ
に
対
し 、

日
本
書
紀
古
写
本
(
岩
崎
本
・

前
回
本
・

図
書
寮
本)

の

歌
謡
に
施
さ
れ
た
声
点
は 、

そ
の
声
点
が
き
さ
れ
た
当
時
の
語
調
体
系
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
が、

そ
れ
が
い
つ
ど
ろ
の
そ
れ
と
み
る
べ
き
か、

現
在
の

と
ζ
ろ
明
ら
か
で
な
い。

加
点
年
代
に
し
て
も 、

現
存
最
古
の
写
本
と
い
う

岩
崎
本
二
巻
の
そ
れ
は 、
「
平
安
後
期」

と
す
る
説
〔
築
島
裕
「
日
本
書
紀

古
訓
の
特
性」
(『
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
一
二
九
ぺ
)
〕

に
対
し 、

朱
第
一

訓
・

朱
第
一
点
を
「
平
安
中
期 、

貞
元
元
年
(
九
七
六)

頃
以
前
」

と
す
る
説
〔
林
勉
「
岩
崎
本
日
本
書
紀
の
訓
点
」
(『
上
代
文
学
論

議
』
二
九
一
ベ
))

が
あ
り、

定
見
を
み
な
い
よ
う
で
あ
る。

た
だ、

岩
崎

本
二
巻
は 、

図
書
叙
本
の
そ
れ
に
比
し
て 、

下
降
調
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い

る
と
と
、

助
詞
の
型
に

、

古
く
曲
調
で
あ
っ
た
助
認
が
平
調
化
し 、

高
平
調

に
な
る
か
低
平
調
に
な
る
か、

そ
の
平
調
化
の
方
向
が
ま
だ
固
定
し
な
い
時

期
の
型
と
判
断
さ
れ
る
例
が
あ
る
乙
と
な
ど
に
よ
り、

岩
崎
本
二
巻
は 、

図

書
察
本
の
そ
れ
よ
り
も
一
つ
古
い
時
代
の
語
調
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る。

な
お 、

声
点
が、

差
点
当
時
の
語
調
体
系
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く 、

舎

写
さ
れ
た
も
の
か
と
恩
わ
れ
る
も
の
に 、

北
野
本
仁
徳
紀
歌
謡
に
施
さ
れ
た

声
点
が
あ
る。

北
野
本
仁
徳
紀
は 、

室
町
時
代 、

卜
部
兼
永
が
書
写
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が、

そ
の
歌
謡
に
差
さ
れ
た
声
点
の
中
に
は 、

束
点
及
び
去
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第 一 音 節 の 音 調 一致 の 法 則 IC 対 す る 一つ の 疑 い

声
点
が
あ
る。

そ
れ
ら
を
前
田
本
の
当
該
の
か
な
に
差
さ
れ
た
声
点
と
比
較

検
討
す
る
と 、

か
な
り
よ
く
一

致
す
る

。

と
の
ζ
と
は 、

北
野
本
仁
徳
紀
歌

認
の
声
点
は、

そ
れ
が
書
写
さ
れ
た
と
い
う
室
町
時
代
の
語
調
体
系
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
く 、

和
語
に
お
い
て
下
降
調
の
音
節
や
上
昇
調
の
音
節
が
ま

だ
存
在
し
て
い
る
時
期
に
差
点
さ
れ
た
本
が
あ
り、

そ
の
声
点
を
か
な
り
忠

実
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
(
ζ
れ
ら
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い)

。

乙
の
よ
う
に、

音
義
・

字
書
類
に
差
さ
れ
た
声
点
と 、

日
本
書
紀
古
写
本

K
施
さ
れ
た
声
点
と
は 、

そ
の
質
を
異
に
す
る
の
で 、

双
方
を
同
じ
次
元
に

置
い
て
同
じ
扱
い
方
を
す
る
の
は
基
本
的
に
は
あ
や
ま
り
で
あ
る。

し
か

し 、

当
面
の
問
題
の
対
象
で
あ
る
去
声
の
例
の
絶
対
数
が
少
な
い
と
と
、

音

量窃
・

字
書
類
に
は
終
止
形
以
外
の
諸
活
用
形
の
用
例
や
付
属
語
の
用
例
が
極

少
し
し
か
見
出
せ
な
い
乙
と
な
ど
に
よ
り、

と
と
で
は 、

や
む
を
え
ず、

音

義
・

字
書
類
の
用
例
と
日
本
書
紀
古
写
本
の
用
例
と
を、

第
一
次
資
料
と
し

て
一

括
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く 。

な
お、

用
例
の
か
な
の
字
体
が
異
体
で
あ
る
も
の
は 、

引
用
に
際
し
て 、

乙
れ
を
現
行
字
体
に
改
め
る。

右
の
誇
資
料
を
調
査
す
る
に
際
し
て
は、

大
野
晋
氏
・

小
松
英
雄
氏
・

尾

崎
知
光
氏
・
日
野
資
純
氏
の
御
好
意
に
あ
ず
か
っ
た。

と
と
に
謝
窓
を
表
し

'目
、
。

JLド
'LV

3

去
声
点
の
さ
さ
れ
て
い
る
か
な
を
合
む
語
の
う
ち 、

去
声
点
の
き
さ
れ
て

い
る
音
節
の
固
有
の
声
翁
が
去
声
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
語
で 、

和
語
に
限

り、

と
の
小
論
で
扱
う
こ
と
に
す
る

。

去
声
の
位
置
に
点
が
き
さ
れ
て
い
て
も 、

①
元
来
「
平
日

上
」

と
い
う
む

す
び
つ
き
の
二
つ
の
音
節
で
あ
っ
た
も
の
が
一
つ
の
か
な
で
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
な
り、

そ
の
仮
名
に
去
声
点
が
き
さ
れ
て
い
る
も
の
や 、

②
去
声
の
位

白
の
点
が
筒
音
を
楳
示
し
て
い
る
も
の
〔
小
松
英
雄
「
観
智
院
本
『
類
来
名

義
抄』

に
お
け
る
濁
音
が
な
の
卓
立
標
示」
(『
日
本
声
調
史
論
考』)
〕

な
ど

は
除
外
す
る
。

4

「
類
来
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
度
符
に
就
て
」
(『
国
語
学
論
集』) 、

「
日
本
四
撃
古
義
」
(『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト

論
叢』) 、
「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト

史

の
研
究
が
何
に
役
立
つ
か
」
(『馳蜘品川

士
古
稀
記
念
論
文
集
』)

5

常
葉
女
子
短
大
紀
要
四
号

S
U
年
3
月

6

「
束
点
の
さ
し
ち
が
え
と
認
め
ら
れ
る
平
声
の
位
置
の
点
」
の
存
在
を
認
め

る
と
い
う
こ
と
は、

声
点
が
う
つ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ζ
と
を
前
提

と
す
る。

ζ
れ
は 、

声
点
と
い
う
も
の
を、

差
点
さ
れ
た
当
時
の
語
調
体
系

に
基
づ
い
て
差
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
方
と
矛
盾
す
る
。

ま
た、

東

点
に
つ
い
て
差
し
ち
が
え
の
点
を
認
め
る
か
ら
に
は 、

東
点
以
外
の
点
l

平

声
点
・

上
声
点
・

去
声
点
・

入
声
点
ー

に
つ
い
て
も 、

差
し
ち
が
え
の
点
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ζ
と
に
な
り、

語
調
の
認
定
は
不
可
能
に
な
っ
て

し
ま
う 。

従
っ
て 、

方
法
上
厳
正
を
期
せ
ば 、

《
東
点
》
の
つ
い
て
い
る
も
の
だ
け

に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

し
か
し 、

《
東
点
》
と
認
定

で
き
る
声
点
の
つ
け
れ
ら
て
い
る
も
の
は、

そ
の
日叫
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い

る
の
で 、

乙
の
方
法
に
よ
っ
て
は
小
論
の
問
題
の
に
く
づ
け
が
薄
く
な
る。

一
方 、

語
調
の
型
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と 、

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄』

・
『
日
本
書
紀
』

古
写
本
な
ど
に
は 、

当
然 、

東
点
(
あ
る
い
は
上
声
点)

が
つ
い
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
か
な
に、

平
声
の
位
置
の
点
が
つ
い
て
い
る

も
の
が
あ
る。

今 、

と
れ
ら
を
平
と
記
す
と 、

例
え
ば 、

「
ヨ
叶

(
平
明)
〔
美〕

錯一蹴
ー本

ヰ灯明」
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仏
「
ヨ
バ
(
平
制)
〔
調
言〕
畑
一線

本
七

以」

「
ウ
ル
ハ
刈
(
平
平
平
刑)
〔
美〕

錯謀
本
ヰ肝
味」

仏
「
ウ
ル
ハ
刈
(
平
平
平
以)
〔
妙〕
符削…柄

本
日
←
」

「
ホ
叫
(
平
明)
〔
美〕

綿
一関町

田本

当社は」

仏
「
ホ
叫
(
平
副)
〔
縄〕
組制脚

本
一 一一 一

四」

「
斗
ク
(
判
平)
〔
傍
復〕
伺蜘腕

本
に
に

批
」

「
叫
ク
(
刑
平)
〔
務〕
舗
諮問

本
4U
8」

ι
「
叫
ク
(
刺
平)
〔
足〕
組組脚

本
一
O

に」

な
ど
で
あ
る。
と
れ
ら
の
平
声
の
位
置
の
点 、

つ
ま
り 、
ヨ
シ
・
ウ
ル
ハ
シ

の
シ 、
ホ
ム
の
ム
・

ユ
ク
の
ユ
の
点
を 、
そ
の
ま
ま
平
声
点
と
す
る
と 、

形

容
詞
終
止
形
の
型 、
動
詞
終
止
形
の
型一
と
し
て
違
例
と
な
る。
型
と
し
て

は 、
と
れ
ら
の
点
は 、
「
東
点
の
さ
し
ち
が
え
と
認
め
ら
れ
る
平
声
の
位
震

の
点」
と
認
定
す
る
方
が
難
が
な
い。

そ
と
で 、

先
に
述
べ
た
矛
盾
は
矛
盾
と
し
て 、
と
の
小
論
で
は 、
「
東
点

の
さ
し
ち
が
え
と
認
め
ら
れ
る
平
声
の
位
置
の
点」
を
認
め 、
そ
の
上
で 、

当
面
の
問
題
を
ど
と
ま
で
追
求
で
き
る
か
試
み
る
と
と
に
す
る。

な
お 、

個
々
の
例
に
お
け
る
「
東
点
の
さ
し
ち
が
え
と
認
め
ら
れ
る
平
声

の
位
置
の
点」
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は 、
そ
れ
が
語
頭
の
か
な
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
場
合
及
び 、
そ
の
か
な
の
す
ぐ
上
の
か
な
に
平
声
点
が
つ
い
て
い
る

場
合
に
限
り 、
乙
れ
を
「
東
点
の
さ
し
ち
が
え
と
認
め
ら
れ
る
平
声
の
位
也

の
点」
と
認
定
し 、

一
方 、
そ
の
か
な
の
す
ぐ
上
の
か
な
に
上
声
点
・

去
声

点
が
つ
い
て
い
る場
合
は

、
「
:・

後
-

e
↓:・

多
O」 、
「:・
@
・

幽〉
↓・
・

@

O」
と
な
る
と
と
が
あ
り
得
る
の
で 、
と
れ
を
直
ち
に
「
東
点
の
さ
し
ち
が

え
の
平
声
の
位
置
の
点」
と
す
る
の
は
さ
し
控
え
る
乙
と
に
し
た
い 。

7

上
記
ニ
資
料
の
和
訓
の
語
調
体
系
の
証
明
は 、

小
松
英
雄
氏
K
よ
っ
て
な

さ
れ
た〔「
和
訓
に
施
さ
れ
た
平
声
軽
の
声
点」
(
国
語
学
却 、
S
回
年
6
月) 、

「
平
安
末
期
畿
内
方
言
の
音
調
体
系」
(
国
語
学
お
・

ω 、
S
M
年
ロ
月
・

お
年
3
月)〕 。

『
日
本
舎
紀』
古
写
本 、

岩
崎
本
『
字
鏡』 、

高
山
寺
本
『
和
名
類
衆
抄』

前
岡
本
『
色
薬
字
題
抄』
に
は 、
《
東
点
》
の
さ
し
ち
が
え
の
平
声
の
位
置

の
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
金
田
一
泰
彦
「
平
声
軽
の

点
に
つ
い
て」
(
国
語
学
必) 、

桜
井
茂
治
「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄』
所
載

の
ア
ク
セ
ン
ト」(

国
学
院
雑
誌
S
お
年
4
月)
・

「「
日
本
舎
紀」
古
写
本
所

裁
の
ア
ク
セ
ン
ト

」
(
立
教
大
学
日
本
文
学
問
号) 。

8

「
紙」
に
は
点
が
二
つ
差
さ
れ
て
い
る。
平
声
軽
の
圏
点
は
朱 、

平
声
の

位
置
の
圏
点
は
墨
で
差
さ
れ
て
い
る
と
い
う 。
よ
っ
て 、

平
声
軽
の
点
を
と

っ
た
〔
林
勉
「
岩
崎
本
日
本
書
紀
の
訓
点」
(『
上
代
文
学
論
叢』
一一
六
一

ペ
)〕 。

9

大
野
晋
「
日
本
人
の
思
考
と
日
本
語」
(
文
学
・
S
必
年
四
月)

七
t

八

ぺ
。

叩

金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究』
を
参
照 。

日

「
和
訓
に
施
さ
れ
た
平
声
軽
の
声
点」
(
国
語
学
却 、
S
回
年
6
月)
・

「
平

安
末
期
畿
内
方
言
の
音
調
休
系」
(
国
語
学
ぬ
・

ω 、
S
M
年
ロ
月
・
S
お

年
3
月)

ロ

注
口
に
同
じ o

n

。
モ
ダ
ス
の
語
性
に
つ
い
て
l

モ
ダ
ス
の
モ
ダ
と
形
容
詞
連
用
形
と
の
用

法
と
を
比
較
す
る
と 、

次
の
よ
う
な
類
似
が
あ
り 、
語
性
上 、

両
者
は
同
質

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う 。

22 



-・・旬、、 ---旬、、 ---・h‘、
一寸 ー寸 ー「 ー「 ー寸 ー「
好 | 辱 匁 黙| 務| 母|
為 l を 波 然| 匿| 太|
而 黙| 余| あ { 望。 毛 。
伊 し l 久| ら i 阿 i 安 j
麻 て 安 l じ 羅 j 良 l
世 ( 良 j と 儒 牟
( 万 之 � � � 
万 葉 ( 万 仁 万
葉 集 万 葉 徳 葉
集 手十 葉 集 紀 築

三三 苫ハ 築 士七 歌 三十
士 主 主主 豆 君 主七..__. � ，- .1 山 占L- L_ 9 J� 完 ノよーJ" L→ 、J、J L L 

第一音節の音調 一致の法則IC対する一つの疑い

モ
ダ
ス
のス
に
関
し
て
は 、
ス
が
サ
変
動
詞
で
あ
る
こ
と
が 、
小
松
英
雄

氏
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
〔「和
訓
に
施
さ
れ
た
平
声
軽
の
芦
点」
(
国
語

学
泊 、
S
担
年6
月)
二
九ペ〕 。
ョ
ク
ス
のス
も
サ
変
動
詞で
あ
る
(「ょ

う
剖す
は
(
源
氏
物
語・

一鑓)」)

従っ
て、
モ
ダス
と
「
連
用
形
+
ス」
と
は
同
じ
語
性
で
あ
る
と
み
る
乙

と
が
で
き
る。

。
モ
ダ
ス
の
古
い
語
調
|モ

ダス
の
例
@
t

@
(
本
文
中
に
引
用)
は 、

そ
の
標
出
漢
字
(
鈷・
陰・
衆・
会〕
の
意
味
か
ら
し
て
同
一
の
単
語で
あ

ろ
う
と
恩
わ
れ
る。
同
一の
単
語
の
第
一点目
節に
上
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る

と
と
も
あ
れ
ば 、
平
声
点
が
つ
い
て
い
る
乙
と
も
あ
る
と
い
う
場
合に
は 、

そ
の
音
節
の
元
来
の
声
調
は
上
声で
も
平
声で
も
な
い。
そ
れ
な
ら
ば 、
平

声
軽
か
去
声
か
と

疑っ
て
み
る
と、
自
立
語
の
語
頭
の
か
な
に
東
点
が
差
さ

れ
て
い
る
の
は 、
エ
〔
江〕・
ニ
ジ
〔
虹〕・
ス
〔
為〕・
キル
〔
着〕・
ヌ
ル

〔
塗〕・
ユ
ク
〔
行〕
な
ど
に
過
ぎ
な
い
し 、
ま
た 、
下
降
調
の
音
節
は
高
平

調
の
音
節
に
統
合
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あっ
て、
自
立
語
に
おい
て、
下
降

調
の
第
一
音
節
が
低
平
調
の
音
節
に
転
じ
る
と
は 、
ま
ず
考
え
に
く

い。
一

方 、
上
昇
調
の
第一
音
節
は
高
平
衡
の
音
節に
も
低
平
調
の
音
節に
も
転
じ

る
と
と
が
あ
る。
従っ
て、
モ
ダス
の
例
@
の
(
去
平
ム)
は 、
モ
に
去
声

点
の
差
さ
れ
て
い
る
孤
例で
は
あ
る
が 、
モ
ダス
の
士口
い
語
調
を
示
す
例で

あ
る
と
見
な
せ
よ
う 。

川崎
オ
ヤ
〔
貌〕
の
固
有
の
語
調
は 、
『日
本
書
紀』
士口
写
本
の
用
例
の
中 、
資

料
価
値
の
低
い
片
仮
名
表
記
の
例
を
三
例
み
る
に
す
ぎ
な
い
が 、
三
例
と
も

に 、
第
一
音
節
に
は
平
声
点が 、
第二
音
節に
も
平
声
点
が
き
さ
れ
て
い

る。「
引-
二
割
O)
〔
孝〕

間
態

一u」

「
引-
二
割ワ)
〔
孝〕
制
慰

一一時左訓」

「
判判ニ
(
明刑
上)
〔
孝〕
個時間不
快に左訓」

ま
た 、
行
阿
の
『
仮
名
文
字
選』
に
は 、

「
を
や
〔
親〕
お
や
と
〔
親
子〕
の
時
は
お
也」

と
あ
り 、
当
時 、
オ
ヤ
は
@
0・
オ
ヤコ
は
O
O
@で
あ
る
と
い
う
〔
大
野

晋
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て」
(
国
語
と
国
文
学
S
幻
年四
月 、
一
六

ぺ)〕 。
ォ
ャ
@
O
は 、
O
O
↓

@
O
と
変
化
し
た
も
の
と
み
るべ
く 、
オ
ヤ

の
語
調
は
古
く
O
O
型
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。(
本
文
引
用
の
「
於
夜
那
斯

(
判明
上
上
と
が
単
語
連
続で
あ
る
と
確
認
さ
れ
れ
ば 、
と
れ
が
オ
ヤ
O

O
の
確
実
な
例
とな
る。)

ミ
〔
耳〕
の
固
有
の
語
調
は 、
『
四
座
講
式』
の
例
に
よ
り 、
O
O型

で
あ
る
と
知
ら
れ
る
〔
金
田一
春
彦
『
四
座
談
式
の
研
究』一二
三
三ベ〕 。

日
「
類
衆
名
義
抄
和
訓
に
施
さ
れ
た
る
聾
符
に
就
て」
第二
十一
節
(『
国
語

学
論
集』) o

m
金
田

一
春
彦
「
平
声
軽
の
点
に
つ
い
て」
(
国
語
学位) 。
桜
井
茂
治
「「日

本
書
紀」
古
写
本
所
載
の
ア
ク
セン
ト」

(
立
教
大
学
日
本
文
学日
号)
に 、
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モ・
ソ
の
例
の
報
告
が
あ
る。

口

金
田
一
春
彦
「
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
時
代
的
変
遷」
(
国
語
と
国
文
学

S
白山
年
叩
月)
三
一
ベ

補
記

本
稿
投
稿
後 、
金
田一
春
彦
氏
よ
り 、
第一
音
節の
音
調一
致
の
法
則に
つ

い
て 、
書
面
で
御
教
示
をい
た
だ
い
た 。
そ
れに
よ
る
と 、
氏
は 、

「一
つ
の
語
が

去
声に
は
じ
ま
る
場
合
も 、
派
生
語・
複
合
語
は
平
声
ま

た
は

去
声
で
は
じ
ま
る
(
上
声
で
は
じ
ま
る
ζ
と
は
な
い)。
」

と 、
お
考
え
の
由
で
あ
る 。

氏
は 、
昭
和
十
九
年に 、

「
去

黙
の
仮
名で
初
まっ
て
居
る
語の
他
の
活
用
形、
派
生
語、
或
は
そ

の
語
を
先
部
と
す
る
複
合
語
を
採
録
す
れ
ば・--
中
略・・・
そ
れ
ら
は
線
て

去
勲

の
仮
名
か 、
若
し
く
は
平
貼
の
仮
名
で
初
まっ
て
居
り 、
上
黙
で
初
まっ
て

居
る
語
は一
語
も
発
見
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
(「
類
衆
名
義
抄
和
訓に
施
さ

れ
た
る
安
符
に
就
い
て
」
傍
線・
傍
点
筆
者)
」

と
述べ
ら
れ
た
が 、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
「
国
語
ア
ク
セン
ト

史の
研
究
が
何

に
役
立つ
か」
第五
節
で
は 、

去
声に
つ
い
て
取
り
た
て
て
の
記
述
は
な
く 、

同
節
の
末
尾に 、

「
ま
た
「
来
る」
の
語
源
は
「
来」
+
助
動
詞
「た
り」
と
す
る
の
は
ま

ず
く 、
「
来」
+
「
至
る」
と
考
え
る
方に
軍
配
が
上
る 。」

と
記
し
て
お
ら
れ
る 。
と
れ
は 、
「
@
(来)
+
@
@
O
(至
る)
↓

@
@
O

(
来る
ご
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合の
上
昇
調
の
高
平
調へ
の
転
成につ
い
て
の

氏
の
お
考
え
は 、
そ
乙
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い 。

ま
た 、
「
国
語の
ア
ク
セ
ン
トの

時
代
的
変
遷
(困
惑
と
国
文
学S
お
年
叩

月
ご
で
は 、
「一
体
@
型
とい
う
よ
う
な
型
が
あっ
た
ろ
う
か・:
下
略:」
と

い
う一
節
が
あ
る 。

金
田一
氏
が 、

去
声
とい
う
もの
を
ど
う
考
え
て
おい
で
な
の
か 、
本
稿
執

筆
当
時 、
筆
者に
は
しっ
か
りつ
か
め
な
かっ
た。

乙
乙
に 、
と
と
の
所
在を
明
ら
か
に
し 、
斯
道
の
権
威に
対
す
る
非
礼
を
お

わ
び
す
る 。
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〔
本
論
を
書
くに
あ
たっ
て 、
大
野血目
先
生・
小
松
英
雄
先
生に
御
指
導
をい

た
だい
た 。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い 。〕

||
常
業
女
子
短
大
助
教
授

||

(昭
和
四
七
・三・
九
受理)


